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中
国
古
代
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
の
思
想
史
的
研
究
―
―
そ
の
四
―
―
『
荘
子
』
の
「
情
」
の
検
証
―
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之
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―
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要
旨
「
情
」
の
語
は
極
め
て
多
義
的
な
語
で
あ
り
、「
欲
望
」
の
意
味
も
あ
れ
ば
、「
ま
こ
と
」
と
い
う
そ
れ
と
は
正
反
対
の
意
味
も
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
多
義
性
は
中
国
の
戦
国
期
の
諸
子
百
家
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
人
間
観
や
世
界
観
の
対
立
、
葛
藤
が
反
映
し
て
い
る
と
の
見
方
を
持
ち
、
そ
の
対
立
、
葛
藤
を
跡
付
け
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
儒
家
経
典
七
種
、『
管
子
』
及
び
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
に
稿
を
作
っ
て
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
、『
荘
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
用
例
を
個
々
に
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
荘
子
』
に
は
「
情
」
の
用
例
が
64
例
あ
り
、
そ
れ
を
語
義
の
上
か
ら
分
類
す
る
と
、「
実
情
」
を
意
味
す
る
も
の
が
27
例
、「
真
実
」
が
3
例
、「
天
与
の
真
情
」
が
2
例
、「
好
悪
喜
怒
哀
楽
等
の
感
情
」
が
2
例
、「
心
の
は
た
ら
き
」
が
10
例
、「
欲
望
」
が
3
例
、「
持
ち
前
」
が
5
例
、「
本
来
性
」
が
12
例
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
を
『
荘
子
』
の
篇
次
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
、
用
例
の
も
っ
と
も
多
い
「
実
情
」
の
「
情
」
は
内
・
外
・
雑
篇
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
る
。「
本
来
性
」
の
語
義
の
「
情
」
は
外
篇
に
ほ
と
ん
ど
集
中
し
、
内
篇
に
は
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
、「
感
情
」
や
「
欲
望
」
の
「
情
」
は
雑
篇
に
少
数
見
え
る
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
と
、
前
三
稿
と
こ
の
結
果
を
通
じ
て
、「
情
」
の
戦
国
期
に
お
け
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
語
義
が
「
実
情
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
真
実
」
や
「
天
与
の
真
情
」
等
の
語
義
の
「
情
」
が
散
見
せ
ら
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
情
」
の
原
義
は
「
す
ん
だ
心
」「
ま
こ
と
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。「
本
来
性
」
の
語
義
の
「
情
」
が
外
篇
に
集
中
し
、
内
篇
に
は
全
く
見
え
な
い
こ
と
は
内
篇
に
「
性
」
の
語
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
と
相
応
ず
る
こ
と
で
、
内
篇
と
外
篇
の
間
に
成
立
時
期
の
差
異
を
認
め
る
旧
来
の
説
の
傍
証
と
な
る
こ
と
。
人
の
持
ち
前
を
意
味
す
る
「
情
性
」
の
語
は
晩
出
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。「
感
情
」
や
「
欲
望
」
の
「
情
」
は
『
荘
子
』
に
お
い
て
極
め
て
異
例
で
あ
り
、
こ
の
用
例
が
あ
る
こ
と
に
は
何
ら
か
の
他
律
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
荀
子
の
「
情
」
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論
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。
は
じ
め
に
筆
者
は
、
感
情
・
欲
望
か
ら
道
理
の
意
味
ま
で
含
む
「
情
」
の
語
の
多
義
性
は
戦
国
諸
子
の
思
想
的
対
立
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
多
様
性
を
見
る
こ
と
で
、
戦
国
期
の
思
想
史
の
新
た
な
側
面
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
に
儒
教
経
典
七
種（『
詩
経
』『
書
経
』『
論
語
』『
孟
子
』『
易
経
』『
孝
経
』『
周
礼
』）
と
『
管
子
』、
及
び
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
用
例
を
個
別
に
検
討
し
、
そ
の
語
義
の
分
類
を
行
っ
た
。
今
回
は
、『
荘
子
』
の
「
情
」
の
語
義
の
検
証
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
の
『
管
子
』
の
「
情
」
の
検
討
の
際
、
そ
の
語
義
を
筆
者
は
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
「
一
、
実
情
」「
二
、
真
実
」「
三
、
精
神
活
動
の
諸
相
（〔
1
〕
誠
・
誠
実
〔
2
〕
心
の
内
実
〔
3
〕
真
意
・
意
向
〔
4
〕
恩
情
〔
5
〕
天
与
の
真
情
〔
6
〕
好
悪
喜
怒
哀
楽
等
の
感
情
）」「
四
、
持
ち
前
」「
五
、
本
来
性
」
『
管
子
』
は
戦
国
期
の
長
い
期
間
を
経
て
形
成
さ
れ
た
典
籍
と
見
ら
れ
、
か
つ
多
様
な
思
想
を
網
羅
的
に
含
む
雑
家
の
書
で
あ
る
た
め
、
戦
国
期
の
「
情
」
の
語
義
の
多
く
を
含
む
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
同
じ
時
期
の
他
の
典
籍
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
を
見
る
上
で
対
比
的
検
討
を
行
い
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
類
は
そ
の
ま
ま
本
研
究
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
分
類
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
前
回
の
『
墨
子
』
の
検
討
で
は
、
こ
の
分
類
に
よ
っ
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
一
部
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
「
情
」
の
語
義
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
荘
子
』
に
つ
い
て
は
、
用
例
を
見
出
せ
な
い
項
目
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
ど
れ
に
も
含
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
用
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
『
管
子
』
に
お
け
る
分
類
項
目
を
そ
の
ま
ま
残
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
新
た
に
項
目
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
稿
で
は
次
の
分
類
項
目
に
よ
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
以
て
戦
国
期
の
「
情
」
の
語
義
の
多
様
性
を
見
つ
つ
、『
荘
子
』
の
「
情
」
の
用
い
方
の
特
性
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
○
『
荘
子
』
の
「
情
」
の
語
義
の
分
類
項
目
一
、
実
情
二
、
真
実
三
、
精
神
活
動
の
諸
相
〔
1
〕
誠
・
誠
実
〔
2
〕
心
の
内
実
中国古代における「情」の語義の思想史的研究――その四 （2）189
〔
3
〕
真
意
・
意
向
〔
4
〕
恩
情
〔
5
〕
天
与
の
真
情
〔
6
〕
好
悪
喜
怒
哀
楽
等
の
感
情
〔
7
〕
心
の
は
た
ら
き
（
新
規
）
〔
8
〕
欲
望
（
新
規
）
四
、
持
ち
前
五
、
本
来
性
【
一
】
用
例
分
類
以
下
、『
荘
子
』
に
現
れ
る
「
情
」
を
右
の
項
目
順
に
分
類
し
て
い
く
。
以
下
の
検
討
は
、
原
則
と
し
て
分
類
項
目
毎
に
『
荘
子
』
に
お
け
る
出
現
順
と
す
る
。
引
用
は
ひ
と
ま
と
ま
り
の
文
章
を
単
位
と
す
る
。
便
宜
の
た
め
に
各
引
用
の
冒
頭
に
数
字
を
引
用
順
に
付
す
。
ま
た
便
宜
の
た
め
に
個
々
の
「
情
」
の
字
に
も
順
次
、
番
号
を
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
一
実
情
1
肩
吾
問
於
連
叔
曰
、「
吾
聞
言
於
接
輿
、
大
而
無
当
、
往
而
不
返
。
吾
驚
怖
。
其
言
、
猶
河
漢
而
無
極
也
。
大
有
逕
庭
、
不
近
人
1情
焉
。」（
逍
遙
遊
篇
第
一
）
（
肩
吾
、
連
叔
に
問
ひ
て
曰
く
、「
吾
、
言
を
接
輿
に
聞
く
、
大
に
し
て
当
た
る
無
く
、
往
き
て
返
ら
ず
、
吾
驚
怖
す
。
其
の
言
は
猶
河
漢
の
ご
と
く
に
し
て
極
ま
り
無
し
。
大
い
に
逕
庭
し
て
、
人
情
に
近
か
ら
ず
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
連
叔
の
言
葉
が
人
の
常
識
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
人
情
」
と
は
人
の
「
現
実
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
の
分
類
の
中
で
は
「
実
情
」
の
「
情
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
2
若
有
真
宰
、
而
特
不
得
其
眹
。
可
行
已
信
、
而
不
見
其
形
、
有
2情
而
無
形
。
百
骸
九
竅
六
蔵
賅
而
存
焉
。
…
…
其
逓
相
為
君
臣
乎
。
其
有
真
君
存
焉
。
如
求
得
其
3情
与
不
得
、
無
益
損
乎
其
真
。（
斉
物
論
第
二
）
（
真
宰
有
る
が
若
き
も
、
而
も
特
だ
其
の
眹
を
得
ず
、
行
ふ
べ
き
は
甚
だ
信
な
れ
ど
も
、
而
も
其
の
形
を
見
ず
。
情
有
り
て
形
無
し
。
百
骸
九
竅
六
蔵
賅
ね
て
存
す
。
…
…
其
れ
逓
ひ
に
相
君
臣
を
為
さ
ん
か
。
其
れ
真
君
の
存
す
る
有
ら
ん
。
求
め
て
其
の
情
を
得
と
得
ず
と
の
如
き
は
、
其
の
真
を
益
損
す
る
無
し
。）
〈
解
釈
〉「
有
情
而
無
形
」
は
真
宰
の
働
き
は
あ
る
が
、
目
に
見
え
る
形
状
が
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、「
情
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
真
宰
の
「
実
態
」「
実
情
」
と
解
近 藤 則 之188（3）
釈
で
き
る
。
後
の
「
情
」
は
そ
の
真
宰
の
実
態
、
実
情
を
人
が
把
握
す
る
と
否
と
に
関
わ
り
に
な
く
、
真
宰
の
働
き
は
不
変
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
前
の
「
情
」
と
同
義
で
あ
る
。
3
老
聃
死
。
秦
失
…
…
曰
、「
…
…
向
吾
入
而
弔
焉
、
有
老
者
哭
之
、
如
哭
其
子
、
少
者
哭
之
、
如
哭
其
母
。
彼
其
所
以
会
之
、
必
有
不
拶
言
而
言
、
不
拶
哭
而
哭
者
。
是
遯
天
倍
4情
、
忘
其
所
受
。
古
者
謂
之
遁
天
之
刑
。
…
…
」（
養
生
主
第
三
）
（
老
聃
死
す
。
秦
失
…
…
曰
く
、「
…
…
向
に
吾
入
り
て
弔
ふ
に
、
老
者
の
之
に
哭
す
る
こ
と
、
其
の
子
に
哭
す
る
が
如
く
し
、
少
者
の
之
に
哭
す
る
こ
と
、
其
の
母
に
哭
す
る
と
む
ら
も
と
が
如
く
す
る
こ
と
有
り
。
彼
れ
其
の
之
に
会
す
る
所
以
は
、
必
ず
言
ひ
を
拶
め
ず
し
て
言
ひ
、
哭
を
拶
め
ず
し
て
哭
す
る
者
有
ら
ん
。
是
れ
天
を
遯
れ
情
に
倍
き
、
其
の
受
く
る
所
を
忘
る
。
古
者
は
之
を
遁
天
の
刑
と
謂
ふ
。
…
…
」
〈
解
釈
〉
こ
の
文
は
人
の
死
の
必
然
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、「
天
」
は
そ
の
必
然
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
言
え
る
。
そ
し
て
「
情
」
は
、
そ
の
天
与
の
必
然
性
を
表
現
す
る
も
の
と
言
え
る
か
ら
、「
実
情
」「
実
態
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
4
葉
公
子
高
将
使
於
斉
、
問
於
仲
尼
曰
、「
…
…
今
吾
朝
受
命
而
夕
飲
氷
、
我
其
内
熱
与
。
吾
未
至
乎
事
之
5情
、
而
既
有
陰
陽
之
患
矣
。
事
若
不
成
、
必
有
人
道
之
患
。
…
…
」
（
人
間
世
第
四
）
（
葉
の
公
子
高
、
将
に
斉
に
使
ひ
せ
ん
と
し
て
、
仲
尼
に
問
ひ
て
曰
く
、「
…
…
今
吾
朝
に
命
を
受
け
て
夕
べ
に
氷
を
飲
む
は
、
吾
其
れ
内
に
熱
せ
る
か
。
吾
未
だ
事
の
情
に
至
ら
ず
し
て
、
既
に
陰
陽
の
患
ひ
有
り
。
事
若
し
成
ら
ず
ん
ば
、
必
ず
人
道
の
患
ひ
有
ら
ん
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
楚
王
か
ら
斉
へ
使
者
と
し
て
出
向
く
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
葉
の
公
子
高
が
、
ま
だ
使
者
と
し
て
の
実
際
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い
内
か
ら
、
発
熱
が
起
こ
っ
て
い
る
と
、
そ
の
苦
し
み
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。「
事
の
情
」
と
は
仕
事
の
実
際
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
も
「
実
態
」「
実
情
」
の
意
味
と
解
釈
で
き
る
。
5
尼
曰
、「
天
下
有
大
戒
二
。
其
一
、
命
也
。
其
一
、
義
也
。
子
之
愛
親
、
命
也
。
不
可
解
於
心
。
臣
之
事
君
、
義
也
。
無
適
而
非
君
也
。
…
…
為
人
臣
子
者
、
固
有
所
不
得
已
。
行
事
之
6情
而
忘
其
身
、
何
暇
至
於
悦
生
而
悪
死
。
…
…
」（
人
間
世
第
四
）
（
仲
尼
曰
く
、「
天
下
に
大
戒
二
有
り
。
其
の
一
は
命
な
り
。
其
の
一
は
義
な
り
。
子
の
親
を
愛
す
る
や
、
命
な
り
。
心
に
解
す
べ
か
ら
ず
。
臣
の
君
に
事
ふ
る
や
義
な
り
。
適
く
と
し
て
君
に
非
ざ
る
な
き
な
り
。
…
…
人
の
臣
子
と
為
る
者
は
、
固
よ
り
已
む
を
得
ざ
る
所
有
り
。
事
の
情
を
行
ひ
、
其
の
身
を
忘
る
。
何
ぞ
生
を
悦
び
て
死
を
悪
む
に
至
る
暇
あ
ら
ん
。
…
…
」）
〈
解
釈
〉
人
の
臣
子
た
る
こ
と
は
、
人
に
と
っ
て
逃
れ
よ
う
が
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ひ
た
す
ら
「
事
の
情
」
を
実
践
す
べ
し
と
い
う
。
こ
の
「
事
の
情
」
も
前
文
に
見
え
る
も
の
と
同
義
で
、
臣
子
と
し
て
の
仕
事
の
実
際
で
あ
り
、「
情
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
実
態
」「
実
情
」
の
「
情
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
6
丘
請
復
以
所
聞
…
…
夫
伝
両
喜
両
怒
之
言
、
天
下
之
難
者
也
。
…
…
故
法
言
曰
、「
伝
其
常
7情
、
無
伝
其
溢
言
、
則
幾
乎
全
。」
…
…
（
人
間
世
第
四
）
（
丘
請
ふ
復
た
聞
く
所
を
以
て
せ
ん
。
…
…
夫
れ
両
喜
両
怒
の
言
を
伝
ふ
る
は
、
天
下
の
難
き
者
な
り
。
…
…
故
に
法
言
に
曰
く
、
其
の
常
情
を
伝
へ
、
其
の
溢
言
を
伝
ふ
る
無
け
れ
ば
、
則
ち
全
き
に
幾
か
ら
ん
」
と
。
…
…
）
〈
解
釈
〉
双
方
が
喜
ん
で
い
る
と
き
、
ま
た
双
方
が
怒
っ
て
い
る
と
き
に
、
一
方
の
側
の
事
を
他
方
の
側
に
伝
え
る
の
は
、
誉
め
す
ぎ
た
り
、
貶
し
す
ぎ
た
り
し
が
ち
で
あ
る
か
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ら
、「
常
情
」
を
伝
え
て
、
誇
張
を
避
け
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
常
情
」
と
は
、
誇
張
や
偽
り
の
な
い
「
実
情
」「
実
態
」
の
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
7
死
生
、
命
也
。
其
有
夜
旦
之
常
、
天
也
。
人
之
有
所
不
得
与
、
皆
物
之
8情
也
。（
大
宗
師
第
六
）
（
死
生
は
命
な
り
。
其
の
夜
旦
の
常
有
る
は
天
な
り
。
人
の
与
る
を
得
ざ
る
所
有
る
は
、
皆
物
の
情
な
り
。）
〈
解
釈
〉
死
生
や
昼
夜
の
巡
り
は
命
あ
る
い
は
天
の
な
せ
る
も
の
で
、
そ
の
よ
う
に
人
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が
あ
る
の
が
、「
物
の
情
」
で
あ
る
と
い
う
。「
物
の
情
」
と
い
う
の
は
、
万
物
の
「
実
態
」「
実
情
」
と
解
釈
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
も
こ
こ
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
8
夫
蔵
舟
於
壑
、
蔵
山
於
沢
、
謂
之
固
矣
。
然
而
夜
半
有
力
者
負
之
而
走
、
昧
者
不
知
也
。
蔵
小
大
有
宜
、
猶
有
所
遯
。
若
夫
蔵
天
下
於
天
下
而
不
得
所
遯
、
是
恒
物
之
大
9情
也
。
（
大
宗
師
第
六
）
（
夫
れ
舟
を
壑
に
蔵
し
、
山
（
あ
み
）
を
沢
に
蔵
し
、
之
を
固
し
と
謂
ふ
。
然
り
而
し
て
夜
半
力
有
る
者
之
を
負
ひ
て
走
る
。
昧
者
知
ら
ざ
る
な
り
。
小
を
大
に
蔵
さ
ば
宜
し
き
こ
と
有
る
も
、
猶
ほ
遯
る
る
所
有
り
。
夫
れ
天
下
を
天
下
に
蔵
す
れ
ば
、
而
ち
遯
る
る
所
を
得
ず
、
是
れ
恒
物
の
大
情
な
り
。）
〈
解
釈
〉「
天
下
を
天
下
に
蔵
す
」
と
は
意
図
的
に
「
蔵
す
」
る
と
い
う
行
為
を
し
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
蔵
す
」
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
取
り
逃
が
す
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
が
「
恒
物
」
即
ち
万
物
の
「
大
情
」
で
あ
る
と
い
う
。「
大
情
」
と
は
、
客
観
世
界
に
お
け
る
動
か
し
よ
う
の
な
い
「
実
情
」「
実
態
」
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
9
夫
道
、
有
10情
有
信
、
無
為
無
形
。
可
伝
而
不
可
受
、
可
得
而
不
可
見
。（
大
宗
師
第
六
）
（
夫
れ
道
は
情
有
り
信
有
る
も
、
為
す
無
く
形
無
し
。
伝
ふ
べ
き
も
受
く
べ
か
ら
ず
。
得
べ
き
も
見
る
べ
か
ら
ず
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
「
道
」
の
実
在
性
、
真
実
性
を
宣
言
す
る
も
の
で
、
こ
の
「
情
」
は
「
道
」
の
客
観
的
実
在
性
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
分
類
と
し
て
は
「
実
態
」「
実
情
」
の
「
情
」
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
10
是
故
駢
於
足
者
、
連
無
用
之
肉
也
。
枝
於
手
者
、
樹
無
用
之
指
也
。
駢
枝
於
五
蔵
之
11情
者
、
淫
僻
於
仁
義
之
行
、
而
多
方
於
聡
明
之
用
也
。（
駢
拇
第
八
）
（
是
の
故
に
足
に
駢
あ
る
者
は
、
無
用
の
肉
を
連
ぬ
る
な
り
。
手
に
枝
あ
る
者
は
、
無
用
の
指
を
樹
つ
る
な
り
。
五
臓
の
情
に
駢
枝
あ
る
者
は
、
仁
義
の
行
ひ
に
淫
僻
し
て
、
聡
明
の
用
に
多
な
り
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
仁
義
の
根
源
が
五
臓
に
宿
る
と
い
う
五
行
説
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、「
五
臓
の
情
」
に
余
計
な
も
の
が
く
っ
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
仁
義
に
執
着
し
、
聡
明
さ
ば
か
り
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
五
臓
の
情
」
と
は
、
五
臓
の
状
態
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
情
」
に
つ
い
て
は
「
実
態
」「
実
情
」
の
「
情
」
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
11
彼
至
正
者
、
不
失
其
性
命
之
12情
。
故
合
者
不
為
駢
、
而
枝
者
不
為
跂
。
長
者
不
為
有
余
、
短
者
不
為
不
足
。
是
故
鳧
脛
雖
短
、
続
之
則
憂
、
鶴
脛
雖
長
、
断
之
則
悲
。
故
性
長
非
所
断
、
性
短
非
所
続
、
無
所
去
憂
也
。（
駢
拇
第
八
）
（
彼
の
至
正
な
る
者
は
、
其
の
性
命
の
情
を
失
は
ず
。
故
に
合
す
る
も
駢
と
為
さ
ず
、
而
し
て
枝
す
る
も
跂
と
為
さ
ず
。
長
き
者
も
余
り
有
り
と
為
さ
ず
。
短
き
者
も
足
ら
ず
と
為
さ
ず
。
是
の
故
に
鳧
の
脛
は
短
し
と
雖
も
、
之
を
続
が
ば
則
ち
憂
へ
、
鶴
の
脛
は
長
し
と
雖
も
、
之
を
断
て
ば
則
ち
悲
し
む
。
故
に
性
長
き
も
断
ず
る
所
に
非
ず
、
性
短
き
も
続
ぐ
所
に
非
ず
。
去
（
怯
）
憂
す
る
所
無
き
な
り
。）
〈
解
釈
〉
こ
こ
に
周
知
の
「
性
命
の
情
」
の
語
が
見
え
る
。『
荘
子
』
で
は
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
金
谷
治
氏
は
、「『
性
』
は
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
で
、
内
的
な
自
然
近 藤 則 之186（5）
の
も
ち
ま
え
。『
性
』
の
字
は
内
篇
に
は
な
か
っ
た
。『
命
」
は
運
命
、
外
的
な
自
然
必
然
性
。
こ
の
両
字
の
組
み
合
わ
せ
で
、
内
外
か
ら
規
定
さ
れ
た
人
間
存
在
の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。『
情
』
は
実
の
意
。
あ
り
の
ま
ま
の
姿
」
と
い
う
解
説
を
示
し
て
い
る
。（
同
氏
訳
注
『
荘
子
』〈
岩
波
文
庫
第
2
冊
21
頁
〉）
妥
当
な
解
釈
と
考
え
ら
れ
る
。
文
中
の
「
鳧
」「
鶴
」
の
譬
え
は
、
天
与
の
あ
り
の
ま
ま
の
体
形
こ
そ
そ
の
も
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
性
命
の
情
」
と
は
、
基
本
的
に
は
「
性
命
」
に
規
定
さ
れ
た
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
の
あ
り
方
、
あ
り
の
ま
ま
性
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
副
次
的
に
そ
の
も
の
の
本
質
、
本
来
性
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
第
一
義
的
に
は
こ
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
よ
う
。「
情
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
あ
り
の
ま
ま
性
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
情
」
は
「
実
情
」
の
「
情
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
12
今
世
之
仁
人
、
蒿
目
而
憂
世
之
患
。
不
仁
之
人
、
決
性
命
之
13情
而
饕
貴
富
。（
駢
拇
第
八
）
む
さ
ぼ
（
今
、
世
の
仁
人
、
蒿
目
し
て
世
の
患
ひ
を
憂
ふ
。
不
仁
の
人
、
性
命
の
情
を
決
し
て
富
貴
を
饕
る
。）
〈
解
釈
〉
右
の
例
文
11
と
同
じ
「
性
命
の
情
」
の
語
で
あ
り
、
意
味
の
変
転
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
じ
分
類
に
置
く
。
13
吾
所
謂
臧
者
、
非
所
謂
仁
義
之
謂
也
。
任
其
性
命
之
14情
而
已
矣
。（
駢
拇
第
八
）
（
吾
が
所
謂
臧
し
と
は
、
所
謂
仁
義
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な
り
。
性
命
の
情
に
任
ず
る
の
み
。）
〈
解
釈
〉
同
じ
く
「
性
命
の
情
」
で
あ
る
。
14
自
三
代
以
下
者
、
匈
匈
焉
終
以
賞
罰
為
事
、
彼
何
暇
安
其
性
命
之
15情
哉
。
…
…
天
下
将
安
其
性
命
之
16情
、
…
…
天
下
将
不
安
其
性
命
之
17情
、
…
…
無
為
也
而
後
安
其
性
命
之
18情
。
（
在
宥
第
十
一
）
（
三
代
よ
り
以
下
な
る
者
、
匈
匈
焉
と
し
て
終
に
賞
罰
を
以
て
事
と
為
す
。
彼
れ
何
ぞ
其
の
性
命
の
情
に
安
ん
ず
る
に
暇
あ
ら
ん
や
。
…
…
天
下
将
に
其
の
性
命
の
情
に
安
ぜ
ん
と
し
、
…
…
天
下
将
に
其
の
性
命
の
情
に
安
ん
ぜ
ざ
ら
ん
と
し
、
…
…
無
為
に
し
て
然
る
後
に
其
の
性
命
の
情
に
安
ん
ず
。）
〈
解
釈
〉
同
一
篇
の
一
連
の
文
の
中
に
「
性
命
の
情
」
の
用
例
が
四
箇
所
見
え
る
。
同
じ
語
句
の
繰
り
返
し
で
あ
る
か
ら
、
引
用
は
最
小
限
と
し
た
。
ま
た
前
三
例
と
同
じ
語
句
で
あ
り
、
語
義
の
変
転
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
同
じ
分
類
と
す
る
。
15
苑
風
曰
、「
…
…
願
聞
聖
治
。」
諄
芒
曰
、「
聖
治
乎
。
官
施
而
不
失
其
宜
、
拔
挙
而
不
失
其
能
、
畢
見
其
19情
事
而
行
其
所
為
、
行
言
自
為
、
天
下
化
、
手
撓
顧
指
、
四
方
之
民
莫
不
倶
至
、
此
之
謂
聖
治
。」（
天
地
第
十
二
）
（
苑
風
曰
く
、「
…
…
願
は
く
は
聖
治
を
聞
か
ん
」
と
。
諄
芒
曰
く
、「
聖
治
か
。
官
施
し
て
其
の
宜
し
き
を
失
せ
ず
、
拔
挙
し
て
其
の
能
を
失
せ
ず
。
畢
く
其
の
情
事
を
見
て
其
の
為
す
所
を
行
へ
ば
、
行
言
自
か
ら
為
し
て
天
下
化
す
。
手
撓
顧
指
し
て
、
四
方
の
民
倶
に
至
ら
ざ
る
莫
し
。
此
を
之
れ
聖
治
と
謂
ふ
。）
〈
解
釈
〉
官
僚
機
構
と
人
材
登
用
を
適
切
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
「
情
事
」
を
観
察
し
、
人
民
の
為
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
行
い
、
言
行
を
自
然
に
な
せ
ば
、
天
下
が
教
化
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
「
情
事
」
と
は
被
治
者
の
「
実
態
」「
実
情
」
と
解
さ
れ
、
こ
の
「
情
」
も
こ
の
項
目
に
分
類
で
き
よ
う
。
16
賞
罰
已
明
、
而
愚
知
処
宜
、
貴
賤
履
位
、
賢
不
肖
襲
20情
、
必
分
其
能
、
必
由
其
名
。（
天
道
第
十
三
）
か
な
（
賞
罰
已
に
明
ら
か
に
し
て
、
愚
知
宜
し
き
に
処
り
、
貴
賤
位
を
履
み
、
賢
不
肖
情
に
襲
ひ
、
必
ず
其
の
能
を
分
か
ち
、
必
ず
其
の
名
に
由
る
。）
〈
解
釈
〉
賞
罰
が
明
ら
か
な
れ
ば
、
愚
者
知
者
が
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
貴
賤
が
ふ
さ
わ
し
い
位
に
就
き
、
賢
者
不
肖
者
が
「
情
に
襲
ひ
」、
能
力
に
従
っ
中国古代における「情」の語義の思想史的研究――その四 （6）185
た
社
会
的
分
化
が
進
み
、
愚
知
・
貴
賤
・
賢
不
肖
等
の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
「
情
」
は
、
賢
あ
る
い
は
不
肖
と
い
う
人
品
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
処
遇
の
「
実
態
」「
実
情
」
と
い
う
意
味
と
解
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
に
分
類
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
17
老
聃
曰
、「
請
問
、
仁
義
、
人
之
性
邪
。」
孔
子
曰
、「
然
。
君
子
不
仁
則
不
成
、
不
義
則
不
生
。
仁
義
、
真
人
之
性
也
。
又
将
奚
為
矣
。」
老
聃
曰
、「
請
問
、
何
謂
仁
義
。」
孔
子
曰
、「
中
心
易
愷
、
兼
愛
無
私
、
此
仁
義
之
21情
也
。」（
天
道
第
十
三
）
（
老
聃
曰
く
、「
請
ひ
問
ふ
、
仁
義
は
人
の
性
か
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
然
り
。
君
子
不
仁
な
れ
ば
則
ち
成
ら
ず
、
不
義
な
れ
ば
則
ち
生
き
ず
。
仁
義
は
真
に
人
の
性
な
り
。
又
将
た
奚
を
か
為
さ
ん
」
と
。
老
聃
曰
く
、「
請
ひ
問
ふ
、
何
を
か
仁
義
と
謂
ふ
」
孔
子
曰
、「
中
心
易
愷
し
、
兼
愛
し
て
私
無
き
、
此
れ
仁
義
の
情
な
り
」
と
。
〈
解
釈
〉
仁
義
の
具
体
的
内
容
を
説
明
し
て
、
心
か
ら
和
ら
ぎ
楽
し
み
、
兼
愛
無
私
で
あ
る
の
が
、「
仁
義
の
情
」
だ
と
い
う
。「
仁
義
の
情
」
と
は
仁
義
の
実
質
、
実
情
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。
18
三
皇
之
知
、
上
悖
日
月
之
明
、
下
睽
山
川
之
精
、
中
墮
四
時
之
施
。
其
知
於
蠆
之
尾
、
鮮
規
之
獣
、
莫
得
安
其
性
命
之
22情
者
、
而
猶
自
以
為
聖
人
、
不
可
恥
乎
、
其
無
恥
也
。（
天
運
第
十
四
）
そ
む
（
三
皇
の
知
は
、
上
は
日
月
の
命
に
悖
り
、
下
は
山
川
の
精
に
睽
き
、
中
ほ
ど
は
四
時
の
施
し
を
堕
る
。
其
の
知
は
蠆
の
尾
よ
り
に
し
て
、
鮮
規
の
獣
も
性
命
の
情
に
安
ん
ず
る
を
得
る
者
莫
し
。
而
も
猶
自
ら
以
て
聖
人
と
為
す
。
恥
づ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
其
の
恥
無
き
こ
と
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
も
「
性
命
の
情
」
の
用
例
で
あ
る
。
例
文
11
等
と
同
様
に
「
実
情
」
の
「
情
」
に
分
類
す
る
。
19
河
伯
曰
、「
世
之
議
者
皆
曰
、
至
精
無
形
、
至
大
不
可
囲
。
是
信
23情
乎
。」」（
秋
水
第
十
七
）
（
河
伯
曰
く
、「
世
の
議
す
る
者
皆
曰
く
、
至
精
は
形
無
く
、
至
大
は
囲
む
べ
か
ら
ず
と
。
是
れ
信
の
情
か
」
と
。）
〈
解
釈
〉
至
精
、
至
大
の
本
当
の
姿
と
い
う
意
で
あ
り
、「
実
情
」
の
「
情
」
と
見
な
さ
れ
る
。
20
若
夫
万
物
之
24情
、
人
倫
之
伝
、
則
不
然
。
合
則
離
、
成
則
毀
、
廉
則
挫
、
尊
則
議
、
有
為
則
虧
、
賢
則
謀
、
不
肖
則
欺
、
胡
可
得
而
必
乎
哉
。
悲
夫
。（
山
木
第
二
十
）
（
夫
の
万
物
の
情
、
人
倫
の
伝
の
若
き
は
則
ち
然
ら
ず
。
合
す
れ
ば
則
ち
離
れ
、
成
れ
ば
則
ち
毀
た
れ
、
廉
な
れ
ば
則
ち
挫
か
れ
、
尊
け
れ
ば
則
ち
議
せ
ら
れ
、
為
す
こ
と
有
れ
ば
虧
け
、
賢
な
れ
ば
則
ち
謀
ら
れ
、
不
肖
な
れ
ば
則
ち
欺
か
る
。
胡
ぞ
得
て
必
す
べ
け
ん
や
。
哀
し
い
か
な
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
「
万
物
」
の
現
実
の
有
様
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
情
」
は
「
実
態
」「
実
情
」
と
解
さ
れ
る
。
21
君
将
盈
耆
欲
、
長
好
悪
、
則
性
命
之
25情
病
矣
。（
徐
無
鬼
第
二
十
四
）
（
君
将
に
耆
欲
を
盈
た
し
、
好
悪
を
長
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
性
命
の
情
病
ま
ん
。）
〈
解
釈
〉
例
文
11
等
と
同
じ
「
性
命
の
情
」
の
用
例
で
あ
る
。
22
夫
殺
人
之
士
民
、
兼
人
之
土
地
、
以
養
吾
私
与
吾
神
者
、
其
戦
不
知
孰
善
、
勝
之
悪
乎
在
。
君
若
勿
已
矣
、
脩
胸
中
之
誠
、
以
応
天
地
之
26情
而
勿
攖
。（
徐
無
鬼
第
二
十
四
）
（
夫
れ
人
の
士
民
を
殺
し
、
人
の
土
地
を
兼
ね
て
、
以
て
吾
が
私
と
吾
が
神
を
養
ふ
者
は
、
其
の
戦
ふ
や
、
孰
れ
か
善
に
し
て
、
勝
ち
の
悪
く
に
在
り
や
を
知
ら
ず
。
君
若
し
已
み
だ
む
勿
く
ん
ば
、
胸
中
の
誠
を
脩
め
て
、
以
て
天
地
の
情
に
応
じ
て
攖
す
勿
れ
。）
〈
解
釈
〉
私
心
を
満
た
す
戦
は
、
そ
の
善
悪
、
勝
敗
が
い
ず
れ
に
あ
る
か
分
か
ら
ぬ
か
ら
、「
誠
」
を
修
め
「
天
地
の
情
」
に
委
ね
よ
と
い
う
。「
天
地
の
情
に
応
ず
」
と
は
善
悪
、
近 藤 則 之184（7）
勝
敗
の
よ
う
な
人
間
的
価
値
観
を
超
え
た
境
地
に
立
つ
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
「
天
地
の
情
」
と
は
世
界
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
い
う
意
味
と
解
せ
ら
れ
、
こ
の
「
情
」
も
「
実
情
」「
実
態
」
の
「
情
」
に
分
類
で
き
よ
う
。
23
昔
者
桓
公
小
白
殺
兄
入
嫂
而
管
仲
為
臣
。
田
成
子
常
殺
君
竊
国
而
孔
子
受
幣
。
論
則
賤
之
、
行
則
下
之
、
則
是
言
行
之
27情
、
悖
戦
於
胸
中
也
。
不
亦
拂
乎
。（
盗
跖
第
二
十
九
）
（
昔
者
、
桓
公
小
白
は
兄
を
殺
し
て
嫂
を
入
れ
、
而
し
て
管
仲
、
臣
と
為
る
。
田
成
子
恒
は
君
を
殺
し
て
国
を
窃
み
、
而
し
て
孔
子
弊
を
受
く
。
論
は
則
ち
之
を
賤
し
む
も
、
行
も
と
ひ
は
之
に
下
る
。
則
ち
是
れ
言
行
の
情
、
胸
中
に
悖
戦
す
る
な
り
。
亦
払
ら
ず
や
。）
〈
解
釈
〉「
言
行
の
情
」
と
は
、
現
実
に
お
け
る
言
行
の
あ
り
方
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
「
情
」
も
「
実
態
」「
実
情
」
の
「
情
」
と
解
釈
で
き
る
。
以
上
、「
実
情
」
の
「
情
」
と
解
釈
で
き
る
も
の
と
し
て
、
27
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
「
二
、
真
実
」
の
意
味
の
「
情
」
の
例
を
見
る
。
二
、
真
実
24
蒲
衣
子
曰
、「
而
乃
今
知
之
乎
。
有
虞
氏
不
及
泰
氏
。
有
虞
氏
其
猶
蔵
仁
以
要
人
、
亦
得
人
矣
、
而
未
始
出
於
非
人
。
泰
氏
其
臥
徐
徐
、
其
覚
于
于
。
一
以
己
為
馬
、
一
以
己
為
牛
。
其
知
28情
信
、
其
徳
甚
真
、
而
未
始
入
於
非
人
。（
応
帝
王
第
七
）
（
蒲
衣
子
曰
く
、「
…
…
有
虞
氏
は
泰
氏
に
及
ば
ず
。
有
虞
氏
は
其
れ
猶
ほ
仁
を
蔵
し
て
以
て
人
に
要
め
、
亦
人
を
得
た
り
、
而
れ
ど
も
未
だ
始
よ
り
人
を
非
と
す
る
を
出
で
ず
。
あ
る
ま
こ
と
泰
氏
は
其
れ
臥
す
る
や
徐
徐
た
り
、
其
の
覚
む
る
や
于
于
た
り
。
一
い
は
己
を
以
て
馬
と
為
し
、
一
い
は
己
を
以
て
牛
と
為
す
。
其
の
知
は
情
に
信
、
其
の
徳
は
甚
だ
真
に
し
て
、
未
だ
始
よ
り
人
を
非
と
す
る
に
入
ら
ず
。
〈
解
釈
〉
こ
の
「
情
」
は
「
ま
こ
と
に
」
と
訓
じ
ら
れ
る
。「
真
実
」
の
意
味
の
「
情
」
の
副
詞
化
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
25
世
人
以
形
色
名
声
為
足
以
得
彼
之
29情
。
夫
形
色
名
声
果
不
足
以
得
彼
之
30情
、
則
知
者
不
言
、
言
者
不
知
、
而
世
豈
識
之
哉
。（
天
道
第
十
三
）
（
世
人
は
形
色
名
声
を
以
て
彼
の
情
を
得
る
に
足
る
と
為
す
。
夫
れ
形
色
名
声
果
た
し
て
以
て
彼
の
情
を
得
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
知
る
者
は
言
は
ず
、
言
ふ
者
は
知
ら
ざ
ら
ん
。
而
し
て
世
豈
に
之
を
識
ら
ん
や
。）
〈
解
釈
〉
物
の
形
や
色
、
名
称
、
呼
び
名
で
は
そ
の
「
情
」
は
認
識
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
の
「
情
」
は
事
物
の
本
質
な
い
し
真
実
と
解
釈
で
き
る
。
あ
る
い
は
前
項
目
の
「
実
情
」
に
類
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
実
情
」
よ
り
は
主
張
が
強
い
の
で
、「
真
実
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
26
少
知
曰
、「
季
真
之
莫
為
、
接
子
之
或
使
、
二
家
之
議
、
孰
正
於
其
31情
、
孰
偏
於
其
理
。」（
則
陽
第
二
十
五
）
（
少
知
曰
く
、「
季
真
の
為
す
莫
し
と
接
子
の
使
し
む
る
或
り
と
、
二
家
の
議
、
孰
れ
か
其
の
情
に
正
し
く
、
孰
れ
か
其
の
理
に
偏
せ
る
）
と
。
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
二
つ
考
え
方
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
情
」
は
「
理
」
即
ち
道
理
と
並
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
近
い
意
味
で
、
「
真
実
」
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中国古代における「情」の語義の思想史的研究――その四 （8）183
以
上
、「
真
実
」
と
解
釈
で
き
る
「
情
」
の
用
例
を
見
た
。
続
い
て
、「
三
、
精
神
活
動
の
諸
相
」
を
意
味
す
る
も
の
を
見
る
。
三
、
精
神
活
動
の
諸
相
〔
1
〕
誠
・
誠
実
用
例
な
し
。
こ
の
語
義
の
「
情
」
は
、
た
と
え
ば
『
管
子
』
の
「
竭
情
以
納
其
忠
（
情
を
竭
く
し
て
以
て
其
の
忠
を
納
る
）」
の
「
情
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
情
」
は
「
忠
」
と
並
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
心
の
「
ま
こ
と
」、「
誠
」「
誠
実
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
が
、『
荘
子
』
に
お
い
て
は
、
先
の
例
文
24
用
例
番
号
28
の
よ
う
に
、「
情
」
を
「
ま
こ
と
に
」
と
、
副
詞
的
に
用
い
た
用
例
が
あ
り
、
こ
れ
が
『
荘
子
』
に
お
け
る
唯
一
の
「
誠
」
に
近
い
「
情
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
副
詞
と
し
て
の
使
い
方
で
あ
っ
て
、
徳
目
の
名
で
は
な
い
の
で
、「
真
実
」
の
「
情
」
に
分
類
し
た
。
こ
の
他
に
「
誠
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
意
味
の
「
情
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
用
例
な
し
と
す
る
。
〔
2
〕
心
の
内
実
用
例
な
し
。
「
心
の
内
実
」
と
は
、『
管
子
』
君
臣
篇
上
の
「
中
情
信
誠
、
則
名
誉
美
矣
。（
中
情
、
信
誠
な
ら
ば
、
則
ち
名
誉
美
し
）」
の
よ
う
に
、「
信
誠
」
と
い
う
道
徳
を
容
れ
る
器
、
心
の
中
身
の
意
で
あ
る
が
、『
荘
子
』
に
は
こ
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
〔
3
〕
真
意
・
意
向
用
例
な
し
。
こ
れ
は
『
管
子
』
八
觀
篇
の
「
私
情
行
而
公
法
毀
。（
私
情
行
わ
れ
て
公
法
毀
る
）」
の
「
私
情
」（「
私
」
個
人
の
意
向
）
の
「
情
」
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、『
荘
子
』
に
は
こ
う
し
た
「
情
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
〔
4
〕
恩
情
用
例
な
し
。
こ
れ
は
『
管
子
』
大
匡
篇
の
「
断
獄
、
情
与
義
易
。（
断
獄
は
情
と
義
と
易
ふ
）」
の
「
情
」
が
そ
れ
の
例
で
、
こ
の
文
は
裁
判
者
の
恩
情
と
法
の
示
す
原
則
と
を
対
比
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
、「
情
」
は
「
恩
情
」
と
見
ら
れ
る
が
、『
荘
子
』
に
こ
う
し
た
用
例
は
見
え
な
い
。
〔
5
〕
天
与
の
真
情
27
長
梧
封
人
問
子
牢
曰
、「
君
為
政
焉
、
勿
鹵
莽
、
治
民
焉
、
勿
滅
裂
。
昔
予
為
禾
、
耕
而
鹵
莽
之
、
則
其
実
亦
鹵
莽
而
報
予
。
芸
而
滅
裂
之
、
其
実
亦
滅
裂
而
報
予
。
予
来
年
変
斉
、
深
其
耕
而
熟
欄
之
、
其
禾
繁
以
滋
、
予
終
年
厭
飱
。」
莊
子
聞
之
曰
、「
今
人
之
治
其
形
、
理
其
心
、
多
有
似
封
人
之
所
謂
。
遁
其
天
、
離
其
性
、
滅
其
32情
、
亡
其
神
、
以
衆
為
。
故
鹵
莽
其
性
者
、
欲
悪
之
孽
、
為
性
萑
葦
蒹
葭
、
始
萌
、
以
扶
吾
形
、
尋
擢
吾
性
。
並
潰
漏
發
、
不
擇
所
出
、
漂
疽
疥
癕
、
内
熱
溲
膏
、
是
也
。」（
則
陽
第
二
十
五
）
近 藤 則 之182（9）
（
長
梧
の
封
人
、
子
牢
を
問
ひ
て
曰
く
、「
君
、
政
を
為
す
に
鹵
莽
に
す
る
勿
か
れ
。
民
を
治
む
る
に
滅
裂
に
す
る
勿
れ
。
昔
、
予
、
禾
を
為
し
、
耕
し
て
之
を
鹵
莽
に
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
実
も
亦
鹵
莽
に
し
て
予
に
報
い
た
り
。
芸
ぎ
り
て
之
を
滅
裂
に
す
れ
ば
、
其
の
実
も
亦
滅
裂
に
し
て
予
に
報
い
た
り
。
予
、
来
た
る
年
、
斉
を
変
へ
、
其
の
耕
を
深
く
し
て
之
を
熟
欄
し
た
れ
ば
、
其
の
禾
繁
く
し
て
以
て
滋
り
、
予
、
終
年
厭
き
飱
ふ
」
と
。
荘
子
之
を
聞
き
て
曰
く
、「
今
、
人
の
其
の
形
を
治
め
、
其
の
心
を
理
む
る
や
、
多
く
封
人
の
謂
ふ
所
に
似
た
る
有
り
。
其
の
天
を
遁
れ
、
其
の
性
を
離
れ
、
其
の
情
を
滅
ぼ
し
、
其
の
神
を
亡
ぼ
す
は
、
衆
為
を
以
て
な
り
。
故
に
其
の
性
を
鹵
莽
に
す
る
者
は
、
欲
悪
の
孽
、
性
の
萑
葦
蒹
葭
を
為
す
。
始
め
て
萌
す
や
、
以
て
吾
が
形
を
扶
く
る
も
、
尋
い
で
吾
が
性
を
擢
く
。
並
び
に
潰
れ
て
漏
発
し
、
出
づ
る
所
を
択
ば
ず
、
漂
疽
疥
癕
、
内
熱
溲
膏
、
是
れ
な
り
。」）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
養
生
術
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
に
は
本
来
「
天
」「
性
」「
情
」「
神
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
逃
れ
た
り
、
ま
た
亡
ぼ
し
た
り
す
れ
ば
、
養
生
に
失
敗
す
る
。
そ
れ
ら
か
ら
逃
れ
た
り
、
亡
ぼ
し
た
り
す
る
の
は
、
人
の
様
々
な
作
為
に
よ
る
と
い
う
。「
遁
其
天
、
離
其
性
、
滅
其
情
、
亡
其
神
」
の
一
節
は
、
そ
の
用
語
法
か
ら
見
て
、「
天
」
と
「
性
」、「
情
」
と
「
神
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。「
神
」
に
「
情
」
を
並
置
す
る
の
は
、『
管
子
』
侈
靡
篇
の
「
故
信
其
情
者
、
其
神
（
故
に
其
の
情
を
信
ば
す
者
は
其
の
神
を
あ
ぐ
）」
と
同
じ
で
あ
る
。「
情
」
も
「
神
」
も
、
人
が
作
為
を
棄
て
る
こ
と
で
初
め
て
機
能
す
る
何
ら
か
の
心
的
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。「
神
」
は
一
般
的
に
は
知
覚
的
能
力
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
情
」
の
内
容
は
捉
え
難
い
。
当
面
、『
管
子
』
の
場
合
と
同
様
に
、「
天
与
の
真
情
」
と
い
う
よ
う
に
解
し
て
お
く
。
28
小
人
殉
財
、
君
子
殉
名
。
其
所
以
変
其
33情
、
易
其
性
、
則
異
矣
。
乃
至
於
棄
其
所
為
而
殉
其
所
不
為
、
則
一
也
。
故
曰
、
無
為
小
人
、
反
殉
而
天
。
無
為
君
子
、
従
天
之
理
。
（
盗
跖
第
二
十
九
）
（
小
人
は
財
に
殉
ひ
、
君
子
は
名
に
殉
ふ
。
其
の
情
を
変
じ
、
性
を
易
ふ
る
は
、
則
ち
異
な
る
。
乃
ち
其
の
為
す
所
を
棄
て
て
其
の
為
さ
ざ
る
所
に
殉
ふ
は
、
則
ち
一
な
り
。
故
な
ん
ぢ
に
曰
く
、
小
人
と
為
る
無
か
れ
、
反
っ
て
而
が
天
に
殉
へ
。
君
子
と
為
る
無
か
れ
、
天
の
理
に
従
へ
、
と
。）
〈
解
釈
〉
こ
の
文
は
、
人
が
そ
の
天
与
の
状
態
を
変
易
す
る
こ
と
の
非
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
性
」
は
天
与
の
持
ち
前
と
見
な
さ
れ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、『
荘
子
』
に
は
「
情
性
」
あ
る
い
は
「
性
情
」
の
語
が
見
え
、
こ
れ
ら
は
二
字
で
天
与
の
持
ち
前
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
の
「
情
」
は
持
ち
前
と
解
し
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
情
」
と
「
性
」
が
別
個
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
語
義
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
文
意
か
ら
見
て
、
こ
の
「
情
」
は
「
性
」
と
同
様
に
天
与
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
方
「
情
」
は
人
の
精
神
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
何
ら
か
の
精
神
的
機
能
で
あ
り
、「
天
与
の
真
情
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、「
天
与
の
真
情
」
は
2
例
で
あ
る
。
〔
6
〕
好
悪
喜
怒
哀
楽
等
の
感
情
29
子
審
仁
義
之
間
、
察
同
異
之
際
、
観
動
静
之
変
、
適
受
与
之
度
、
理
好
悪
之
34情
、
和
喜
怒
之
節
、
而
幾
於
不
免
矣
。（
漁
父
第
三
十
一
）
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（
子
〈
孔
子
を
指
す
〉、
仁
義
の
間
を
審
ら
か
に
し
、
同
異
の
際
を
察
し
、
動
静
の
変
を
観
、
受
与
の
度
を
適
に
し
、
好
悪
の
情
を
理
め
、
喜
怒
の
節
を
和
し
、
而
し
て
免
れ
ざ
る
に
幾
し
。）
〈
解
釈
〉「
好
悪
の
情
」
と
は
、
好
悪
の
「
感
情
」
の
謂
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
好
悪
の
情
」
と
並
置
し
て
「
喜
怒
の
節
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
喜
怒
」
は
「
情
」
に
含
ま
れ
ず
、「
好
悪
」
の
み
を
「
情
」
の
要
素
と
す
る
語
義
認
識
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
「
情
」
を
人
の
「
感
情
」
の
意
味
で
使
っ
た
用
例
と
す
る
こ
と
は
問
題
な
か
ろ
う
。
こ
の
語
義
の
「
情
」
は
1
例
の
み
で
あ
る
。
〔
7
〕
心
の
は
た
ら
き
30
聖
人
不
謀
、
悪
用
知
。
不
斲
、
悪
用
膠
。
無
喪
、
悪
用
徳
。
不
貨
、
悪
用
商
。
四
者
、
天
鬻
也
。
天
鬻
者
、
天
食
也
。
既
受
食
於
天
、
又
悪
用
人
。
有
人
之
形
、
無
人
之
35情
。
有
人
之
形
、
故
群
於
人
。
無
人
之
36情
、
故
是
非
不
得
於
身
。
眇
乎
小
哉
、
所
以
属
於
人
也
。
謷
乎
大
哉
、
独
成
其
天
。（
徳
充
符
第
五
）
あ
き
な
（
聖
人
は
謀
ら
ず
、
悪
く
ん
ぞ
知
を
用
ひ
ん
。
斲
ら
ず
、
悪
く
ん
ぞ
膠
を
用
ひ
ん
。
喪
は
ず
、
悪
く
ん
ぞ
徳
を
用
ひ
ん
。
貨
は
ず
、
悪
く
ん
ぞ
商
を
用
ひ
ん
。
四
者
は
天
鬻
な
り
。
天
鬻
は
天
食
な
り
。
既
に
食
を
天
に
受
く
、
又
悪
く
ん
ぞ
人
を
用
ひ
ん
。
人
の
形
有
る
も
、
人
の
情
無
し
。
人
の
形
有
り
、
故
に
人
に
群
す
。
人
の
情
無
し
、
故
に
是
非
、
身
に
得
ず
。
眇
乎
と
し
て
小
な
る
か
な
。
人
に
属
す
る
所
以
な
り
。
謷
乎
と
し
て
大
な
る
か
な
、
独
り
其
の
天
を
成
す
。）
〈
解
釈
〉
聖
人
は
「
不
謀
」「
不
斲
」「
無
喪
」「
不
貨
」
の
四
つ
を
「
天
鬻
」、
天
の
養
い
と
す
る
。
そ
れ
故
に
「
知
」「
膠
」「
徳
」「
商
」
等
、
天
を
離
れ
た
人
の
営
み
を
し
な
い
。
そ
こ
で
聖
人
は
「
人
の
形
」
は
あ
る
が
、「
人
の
情
」
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
「
人
の
情
」
と
い
う
の
は
、「
知
」「
膠
」「
徳
」「
商
」
等
、
天
に
基
づ
か
な
い
人
の
思
考
や
作
為
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
情
」
に
つ
い
て
は
、
広
く
人
の
心
の
働
き
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
31
惠
子
謂
莊
子
曰
、「
人
故
無
37情
乎
。」
莊
子
曰
、「
然
。」
惠
子
曰
、「
人
而
無
38情
、
何
以
謂
之
人
。」
莊
子
曰
、「
道
与
之
貌
、
天
与
之
形
、
悪
得
不
謂
之
人
。」
惠
子
曰
、「
既
謂
之
人
、
悪
得
無
39情
。」
莊
子
曰
、「
是
非
吾
所
謂
40情
也
。
吾
所
謂
無
41情
者
、
言
人
之
不
以
好
悪
内
傷
其
身
、
常
因
自
然
而
不
益
生
也
。」
惠
子
曰
「
不
益
生
、
何
以
有
其
身
。」
莊
子
曰
、「
道
与
之
貌
、
天
与
之
形
、
無
以
好
悪
内
傷
其
身
。
今
子
外
乎
子
之
神
、
勞
乎
子
之
精
、
倚
樹
而
吟
、
據
槁
梧
而
瞑
。
天
選
子
之
形
、
子
以
堅
白
鳴
。」（
徳
充
符
第
五
）
（
恵
子
、
荘
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
人
は
故
よ
り
情
無
き
か
」
と
。
荘
子
曰
く
、「
然
り
」
と
。
恵
子
曰
く
、「
人
に
し
て
情
無
く
ん
ば
、
何
を
以
て
之
を
人
と
謂
は
ん
」
と
。
荘
子
曰
く
、「
道
、
之
に
貌
を
与
え
、
天
、
之
に
形
を
与
ふ
、
悪
く
ん
ぞ
、
之
を
人
と
謂
は
ざ
る
を
得
ん
」
と
。
恵
子
曰
く
、「
既
に
之
を
人
と
謂
へ
ば
、
悪
く
ん
ぞ
情
無
き
を
得
ん
」
と
。
荘
子
曰
く
、「
是
れ
吾
が
所
謂
情
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
が
所
謂
情
無
し
と
は
、
人
の
好
悪
を
以
て
内
に
其
の
身
を
傷
ら
ず
、
常
に
自
然
に
よ
り
て
生
を
益
さ
ざ
る
を
言
ふ
な
り
」
と
。
恵
子
曰
く
、「
生
を
益
さ
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
其
の
身
を
有
せ
ん
」
と
。
荘
子
曰
く
、「
道
、
之
に
貌
を
与
へ
、
天
之
に
形
を
与
ふ
、
好
悪
を
以
て
内
に
其
の
身
を
傷
る
無
し
。
今
、
子
は
子
の
神
を
外
に
し
、
子
の
精
を
労
し
、
樹
に
倚
り
て
吟
じ
、
槁
梧
に
拠
り
て
瞑
す
。
天
、
子
の
形
を
選
ぶ
に
、
子
は
堅
白
を
以
て
鳴
る
」
と
）
〈
解
釈
〉
こ
こ
に
見
え
る
五
つ
の
「
情
」
は
し
ば
し
ば
「
情
欲
」、
あ
る
い
は
「
感
情
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
恵
子
の
こ
と
ば
に
よ
る
と
「
貌
」「
形
」
と
と
も
に
人
間
近 藤 則 之180（11）
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。「
貌
」「
形
」
と
い
う
身
体
的
要
素
に
並
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
ま
た
右
の
例
文
22
の
「
情
」
の
よ
う
に
、
心
の
機
能
を
指
す
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
の
「
情
」
は
情
欲
や
感
情
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
広
く
心
の
働
き
を
指
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
恵
子
の
常
識
的
認
識
で
は
、
人
は
こ
の
「
情
」
に
よ
っ
て
、
事
物
を
認
識
し
、
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
荘
子
は
そ
の
「
情
」、
常
識
的
心
の
機
能
は
、
人
の
好
悪
に
根
ざ
し
、「
自
然
に
因
る
」
こ
と
を
阻
害
し
、
身
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
五
つ
の
「
情
」
も
「
心
の
は
た
ら
き
」
の
意
義
の
も
の
と
し
て
分
類
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
32
顏
回
問
仲
尼
曰
、「
孟
孫
才
、
其
母
死
、
哭
泣
無
涕
、
中
心
不
戚
、
居
喪
不
哀
。
無
是
三
者
、
以
善
喪
蓋
魯
国
。
…
…
回
壹
怪
之
。」
仲
尼
曰
、「
夫
孟
孫
氏
尽
之
矣
、
進
於
知
矣
。
…
…
孟
孫
氏
不
知
所
以
生
、
不
知
所
以
死
。
…
…
且
彼
有
駭
形
而
無
損
心
、
有
旦
宅
而
無
耗
42情
（「
耗
情
」
は
も
と
「
情
死
」
に
作
る
。
劉
師
培
に
従
っ
て
改
め
る
）。
…
…
」（
大
宗
師
第
六
）
（
顔
回
、
仲
尼
に
問
ひ
て
曰
く
、「
孟
孫
才
、
其
の
母
死
し
、
哭
泣
し
て
涕
く
、
中
心
戚
ま
ず
、
喪
に
居
り
て
哀
し
ま
ず
。
是
の
三
者
無
き
に
、
喪
を
善
く
す
る
を
以
て
魯
を
蓋
ふ
。
…
…
回
壹
ら
之
を
怪
む
」
と
。
仲
尼
曰
く
、「
夫
の
孟
孫
氏
は
之
を
尽
く
せ
り
、
知
よ
り
進
め
り
。
…
…
孟
孫
氏
は
生
く
る
所
以
を
知
ら
ず
、
死
す
る
所
以
を
知
ら
ず
。
あ
ら
た
あ
ら
た
み
だ
…
…
且
つ
彼
れ
形
を
駭
む
る
こ
と
あ
る
も
、
心
を
損
ふ
こ
と
無
く
、
宅
を
旦
む
る
こ
と
有
る
も
、
情
を
耗
す
こ
と
無
し
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
死
生
を
初
め
と
す
る
人
生
の
種
々
の
変
化
に
当
た
っ
て
、
孟
孫
才
な
る
人
物
が
「
心
」
を
損
な
っ
た
り
、「
情
」
を
乱
し
た
り
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
情
」
は
「
心
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
、
何
ら
か
の
人
の
精
神
的
機
能
、「
心
の
は
た
ら
き
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
33
桑
又
曰
、「
舜
之
将
死
、
廼
命
禹
曰
、
汝
戒
之
哉
。
形
莫
若
縁
、
43情
莫
若
率
。
縁
則
不
離
、
率
則
不
勞
。
不
離
不
勞
、
則
不
求
文
以
待
形
。
不
求
文
以
待
形
、
固
不
待
物
。」
（
山
木
第
二
十
）
（
桑
又
曰
く
、「
舜
の
将
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
廼
ち
禹
に
命
じ
て
曰
く
、
汝
之
を
戒
め
よ
や
。
形
は
縁
る
に
若
く
は
莫
く
、
情
は
率
ふ
に
若
く
莫
し
。
縁
れ
ば
則
ち
離
れ
ず
、
率
へ
ば
則
ち
労
せ
ず
。
離
れ
ず
労
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
文
を
求
め
て
以
て
形
を
待
た
ず
。
文
を
求
め
以
て
形
を
待
た
ざ
れ
ば
、
固
よ
り
物
を
待
た
ず
。」
〈
解
釈
〉
こ
こ
で
は
「
形
」
と
「
情
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。「
形
」
と
は
人
の
身
体
的
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
情
」
は
精
神
的
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
文
は
舜
の
禹
に
対
す
る
戒
め
で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
な
あ
り
方
に
対
す
る
比
喩
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
形
は
縁
る
に
若
く
は
莫
し
」
と
は
、
政
治
の
形
式
面
、
制
度
、「
情
」
は
政
治
の
目
的
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
政
治
の
制
度
も
目
的
も
、
被
治
者
の
自
然
な
あ
り
方
に
委
ね
る
こ
と
の
主
張
で
あ
ろ
う
。「
情
」
に
つ
い
て
は
言
え
ば
、
身
体
に
対
す
る
精
神
、
心
の
働
き
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
34
孔
子
曰
、「
凡
人
心
険
於
山
川
、
難
於
知
天
。
天
猶
有
春
秋
冬
夏
旦
暮
之
期
、
人
者
厚
貌
深
44情
。
故
有
貌
愿
而
益
。
有
長
若
不
肖
。
有
順
懁
而
達
。
有
堅
而
縵
。
有
緩
而
縵
。
故
其
就
義
若
渇
者
、
去
義
若
熱
。
…
…
」
列
禦
寇
第
三
十
二
（
孔
子
曰
く
、「
凡
そ
人
心
は
山
川
よ
り
も
険
に
し
て
、
天
を
知
る
よ
り
難
し
。
天
は
猶
ほ
春
秋
冬
夏
旦
暮
の
期
有
る
も
、
人
は
貌
を
厚
く
し
情
を
深
く
す
。
故
に
貌
は
愿
に
し
お
ご
て
益
る
有
り
。
長
ず
る
も
不
肖
の
若
く
す
る
有
り
。
順
懁
な
る
も
達
す
る
有
り
。
堅
な
る
も
縵
な
る
有
り
。
緩
な
る
も
縵
な
る
有
り
。
故
に
義
に
就
く
こ
と
渇
く
が
若
す
る
者
は
、
義
を
去
る
こ
と
熱
の
若
く
す
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
は
、
人
が
外
面
と
内
面
の
相
違
を
示
す
こ
と
か
ら
生
じ
る
人
間
観
察
の
困
難
さ
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。「
貌
」
は
外
面
、
こ
れ
に
並
置
さ
れ
る
「
情
」
は
、
人
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間
の
内
面
、
す
な
わ
ち
「
心
の
は
た
ら
き
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
以
上
、「
心
の
は
た
ら
き
」
と
解
釈
で
き
る
「
情
」
は
9
例
で
あ
る
。
内
、
5
例
が
一
例
文
に
集
中
し
て
い
る
。
〔
8
〕
欲
望
35
（
宋
銒
尹
文
）
以
合
驩
、
以
調
海
内
、
45請
欲
寡
之
以
為
主
、
見
侮
不
辱
、
救
民
之
闘
、
禁
攻
寝
兵
、
救
世
之
戦
。
…
…
雖
然
、
其
為
人
太
多
、
其
自
為
太
少
。
曰
、「
46請
欲
固
寡
、
五
升
之
飯
足
矣
。」
先
生
恐
不
得
飽
、
弟
子
雖
飢
、
不
忘
天
下
。」
…
…
曰
、「
君
子
不
為
苛
察
、
不
以
身
仮
物
。」
以
為
無
益
於
天
下
者
、
明
之
不
如
已
也
。
以
禁
攻
寝
兵
為
外
、
以
47情
欲
寡
浅
為
内
。
其
小
大
精
粗
、
其
行
適
至
是
而
止
。（
天
下
第
三
十
三
）
と
ど
（〈
宋
銒
・
尹
文
〉
を
以
て
驩
合
し
、
以
て
海
内
を
調
へ
、
請
欲
は
之
を
寡
し
と
し
て
以
て
主
と
為
し
、
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
、
民
の
闘
ひ
を
救
め
、
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
め
、
世
の
戦
を
救
む
。
…
…
然
り
と
雖
も
、
其
の
人
の
為
に
す
る
こ
と
太
だ
多
く
、
其
の
自
ら
為
に
す
る
こ
と
太
だ
少
し
。
曰
く
、「
請
欲
は
固
よ
り
寡
し
、
五
升
の
飯
も
て
足
れ
そ
こ
な
り
」
と
。
先
生
も
恐
ら
く
飽
く
を
得
ざ
る
に
、
弟
子
、
飢
う
と
雖
も
、
天
下
を
忘
れ
ず
。
曰
く
、「
君
子
は
苛
察
を
為
さ
ず
、
身
を
以
て
物
を
仮
は
ず
」
と
。
以
為
へ
ら
く
、
天
下
に
益
無
き
者
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
は
已
む
に
如
か
ず
、
と
。
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
む
る
を
以
て
外
と
為
し
、
情
欲
寡
浅
を
以
て
内
と
為
す
。
其
の
小
大
精
粗
、
其
の
行
は
適
に
是
に
至
り
て
止
む
。）
〈
解
釈
〉
文
中
の
二
つ
の
「
請
欲
」
は
、「
請
」
が
「
情
」
の
仮
借
で
あ
り
、「
情
欲
」
と
同
じ
で
あ
る
。
一
連
の
文
章
の
中
で
、
仮
借
表
記
の
「
請
欲
」
と
本
字
表
記
の
「
情
欲
」
が
な
ぜ
続
け
て
出
て
く
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
字
の
意
味
を
取
っ
て
、
こ
の
二
者
も
「
情
」
の
用
例
に
し
て
扱
う
。
な
お
、「
請
」
を
「
情
」
の
仮
借
と
し
て
用
い
る
例
は
、『
墨
子
』
に
か
な
り
の
数
が
見
え
、
そ
の
他
に
も
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
「
情
欲
」
の
語
は
、「
感
情
」
と
「
欲
望
」
の
並
置
と
い
う
よ
り
、
「
欲
望
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
従
っ
て
こ
の
「
情
」
は
「
感
情
」
と
い
う
よ
り
、「
欲
望
」
の
意
味
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
、「
欲
望
」
の
「
情
」
は
一
例
文
に
3
例
で
あ
る
。
四
、
持
ち
前
36
故
純
樸
不
残
、
孰
為
犠
樽
。
白
玉
不
毀
、
孰
為
珪
璋
。
道
徳
不
廃
、
安
取
仁
義
。
性
48情
不
離
、
安
用
礼
楽
。
五
色
不
乱
、
孰
為
文
采
。
五
声
不
乱
、
孰
応
六
律
。
夫
残
樸
以
為
器
、
工
匠
之
罪
也
。
毀
道
徳
以
為
仁
義
、
聖
人
之
過
也
。（
馬
蹄
第
九
）
（
故
に
純
樸
を
ば
残
は
ず
ん
ば
、
孰
れ
か
犠
樽
を
為
さ
ん
。
白
玉
を
ば
毀
た
ず
ん
ば
、
孰
れ
か
珪
璋
を
為
さ
ん
。
道
徳
を
ば
廃
せ
ず
ん
ば
、
安
ぞ
仁
義
を
取
ら
ん
。
性
情
を
ば
離
れ
ず
ん
ば
、
安
ぞ
礼
楽
を
為
さ
ん
。
五
色
を
ば
乱
さ
ず
ん
ば
、
孰
れ
か
文
采
を
為
さ
ん
。
五
声
を
ば
乱
さ
ず
ん
ば
、
孰
れ
か
六
律
に
応
ぜ
ん
。
夫
れ
樸
を
残
ひ
て
以
て
器
を
為
近 藤 則 之178（13）
す
は
、
工
匠
の
罪
な
り
。）
〈
解
釈
〉
こ
の
文
は
、
人
為
・
人
工
が
自
然
・
素
朴
を
破
壊
す
る
。
そ
の
よ
う
に
聖
人
の
作
為
が
人
の
自
然
・
素
朴
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で「
礼
楽
」
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
「
性
情
」
と
は
、
人
間
の
自
然
・
素
朴
で
あ
り
、
天
与
の
「
持
ち
前
」
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
性
」
と
「
情
」
に
は
何
か
区
別
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
こ
の
文
は
あ
く
ま
で
人
の
自
然
・
素
朴
を
問
題
に
す
る
も
の
で
あ
り
、「
性
情
」
に
「
持
ち
前
」
と
は
別
の
意
義
を
考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、『
荀
子
』
性
悪
篇
に
「
縦
性
情
、
安
恣
睢
、
而
違
礼
義
者
、
為
小
人
。（
性
情
を
縦
に
し
、
恣
睢
に
安
ん
じ
礼
義
に
違
ふ
者
は
、
小
人
と
為
る
）」
と
、
本
文
と
は
正
反
対
の
主
張
が
見
え
て
お
り
、
両
者
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
『
荀
子
』
の
文
の
「
性
情
」
も
あ
く
ま
で
「
持
ち
前
」
の
意
で
あ
り
、
他
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
い
ず
れ
の
「
性
情
」
も
二
字
で
「
持
ち
前
」
を
意
味
し
て
お
り
、「
情
」
も
「
性
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
「
持
ち
前
」
と
解
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
37
徳
又
下
衰
、
及
唐
虞
始
為
天
下
、
興
治
化
之
流
、
澆
淳
散
朴
、
離
道
以
善
、
険
徳
以
行
、
然
後
去
性
而
従
於
心
。
心
与
心
識
知
而
不
足
以
定
天
下
、
然
後
附
之
以
文
、
益
之
以
博
。
文
滅
質
、
博
溺
心
、
然
後
民
始
惑
乱
、
無
以
反
其
性
49情
而
復
其
初
。（
繕
性
第
十
六
）
み
だ
わ
か
（
徳
又
下
に
衰
へ
、
唐
虞
始
め
て
天
下
を
治
め
、
治
化
の
流
を
興
す
に
及
び
、
淳
を
澆
し
朴
を
散
じ
、
道
を
離
ち
て
以
て
善
し
と
し
、
徳
を
険
し
く
し
て
以
て
行
ひ
、
然
る
後
に
性
を
去
り
て
心
に
従
ふ
。
心
は
心
と
識
知
し
て
以
て
天
下
を
定
む
る
に
足
ら
ず
、
然
る
後
に
之
に
附
す
る
に
文
を
以
て
し
、
之
を
益
す
に
博
を
以
て
す
。
文
、
質
を
滅
し
、
博
は
心
を
溺
ら
せ
、
然
る
後
に
民
始
め
て
惑
乱
し
、
以
て
其
の
性
情
に
反
り
て
其
の
初
め
に
復
す
る
無
し
。）
〈
解
釈
〉
こ
の
「
性
情
」
も
、
天
与
の
「
持
ち
前
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
為
人
知
に
よ
る
統
治
を
否
定
し
て
、
素
朴
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
、
人
の
原
初
的
状
態
、
天
与
の
「
持
ち
前
」
の
状
態
に
戻
る
こ
と
を
唱
え
る
の
が
、
こ
の
文
の
趣
意
と
言
え
る
が
、
人
為
人
知
を
否
定
し
、
人
の
原
初
的
状
態
に
復
帰
す
る
こ
と
を
唱
え
る
立
場
か
ら
は
、
人
の
天
与
の
「
持
ち
前
」
は
そ
の
ま
ま
人
の
本
来
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
性
情
」
は
後
に
見
る
「
本
来
性
」
の
意
味
に
も
取
れ
る
こ
と
な
る
が
、
第
一
義
的
に
は
「
持
ち
前
」
と
解
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
性
情
」
も
こ
の
二
字
に
よ
っ
て
「
持
ち
前
」
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
も
「
持
ち
前
」
の
「
情
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
38
南
榮
…
…
曰
、「
不
知
乎
、
人
謂
我
朱
愚
。
知
乎
、
反
愁
我
躯
。
不
仁
則
害
人
、
仁
則
反
愁
我
身
。
不
義
則
傷
彼
、
義
則
反
愁
我
己
。
我
安
逃
此
而
可
。
此
三
言
者
之
所
患
也
。
…
…
」
老
子
曰
、「
…
…
女
亡
人
哉
。
惘
惘
乎
。
汝
欲
反
汝
50情
性
而
無
由
入
、
可
憐
哉
。」（
庚
桑
楚
第
二
十
三
）
（
南
榮
…
…
曰
、「
不
知
な
ら
ん
か
。
人
我
を
朱
愚
と
謂
ふ
。
知
な
ら
ん
か
。
反
っ
て
我
が
躯
を
愁
へ
し
む
。
不
仁
な
れ
ば
則
ち
人
を
害
し
、
仁
な
れ
ば
則
ち
反
て
我
身
を
愁
み
へ
し
む
。
不
義
な
れ
ば
則
ち
彼
を
傷
ひ
、
義
な
れ
ば
則
ち
反
て
我
が
己
を
愁
へ
し
む
。
我
安
く
に
か
此
を
逃
れ
て
可
な
ら
ん
。
此
の
三
言
は
の
患
ふ
所
な
り
。
…
…
」
と
。
老
子
曰
く
、「
…
…
女
は
亡
人
な
る
か
な
。
惘
惘
乎
た
り
。
汝
、
汝
が
情
性
に
反
ら
ん
と
欲
し
て
入
る
に
由
無
し
。
憐
む
べ
き
か
な
」
と
。）
〈
解
釈
〉
こ
れ
も
知
・
仁
・
義
等
の
人
為
を
廃
し
て
、
人
の
本
来
性
た
る
天
与
の
初
発
的
状
態
に
復
帰
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
、「
情
性
」
は
天
与
の
「
持
ち
前
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
右
の
二
つ
の
例
文
で
は
「
性
情
」
と
あ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
「
情
性
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
言
え
、
意
味
の
相
違
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
も
「
持
ち
前
」
の
「
情
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
39
此
六
子
者
、
世
之
所
高
也
。
孰
論
之
。
皆
以
利
惑
其
真
而
強
反
其
51情
性
、
其
行
乃
甚
可
羞
也
。（
盗
跖
第
二
十
九
）
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（
此
の
六
者
〈
黄
帝
・
尭
・
舜
・
禹
・
湯
・
武
王
・
文
王
を
指
す
〉
は
世
の
高
し
と
す
る
所
な
り
。
皆
利
を
以
て
其
の
真
を
惑
は
し
て
強
い
て
其
の
情
性
に
反
す
。
其
の
行
ひ
は
乃
ち
甚
だ
羞
づ
べ
き
な
り
）
〈
解
釈
〉
こ
の
文
も
、
人
の
本
来
の
あ
り
方
た
る
天
与
の
原
初
的
状
態
に
復
帰
す
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
、「
情
性
」
は
天
与
の
「
持
ち
前
」
の
意
と
解
し
て
よ
い
。
40
今
吾
告
子
以
人
之
52情
、
目
欲
視
色
、
耳
欲
聴
声
、
口
欲
察
味
、
志
気
欲
盈
。（
盗
跖
第
二
十
九
）
（
今
、
吾
、
子
に
告
ぐ
る
に
人
の
情
を
以
て
せ
ん
に
、
目
は
色
を
視
ん
と
欲
し
、
耳
は
声
を
聴
か
ん
と
欲
し
、
志
気
は
盈
た
ん
と
欲
す
。）
〈
解
釈
〉
こ
の
文
は
、
目
・
耳
・
口
・
志
気
が
自
然
に
持
つ
欲
求
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
目
・
耳
・
口
・
志
気
は
生
得
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
は
人
の
自
然
状
態
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
人
の
情
」
と
は
人
の
自
然
状
態
と
い
う
意
味
と
な
り
、「
情
」
は
持
ち
前
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。
以
上
、「
持
ち
前
」
の
「
情
」
は
4
例
で
あ
る
。
五
、
本
来
性
41
意
、
仁
義
其
非
人
53情
乎
。
彼
仁
人
何
其
多
憂
也
。
且
夫
駢
於
拇
者
、
決
之
則
泣
、
枝
於
手
者
、
齕
之
則
啼
。
二
者
、
或
有
余
於
数
、
或
不
足
於
数
、
其
於
憂
一
也
。
今
世
之
仁
人
、
蒿
目
而
憂
世
之
患
、
不
仁
之
人
、
決
性
命
之
情
而
饕
貴
富
。
故
曰
、
仁
義
其
非
人
54情
乎
。（
駢
拇
第
八
）
（
意
ふ
に
、
仁
義
は
其
れ
人
の
情
に
非
ざ
る
か
。
彼
の
仁
人
は
何
ぞ
其
れ
憂
ひ
多
き
や
。
且
つ
夫
れ
拇
に
駢
あ
る
者
も
、
之
を
決
す
れ
ば
則
ち
泣
き
、
手
に
枝
あ
る
者
も
、
之
を
齕
す
れ
ば
則
ち
啼
く
。
二
者
は
、
或
い
は
数
に
余
り
有
り
、
或
い
は
数
に
足
ら
ざ
る
も
、
其
の
憂
ひ
に
於
け
る
や
一
な
り
。
今
、
世
の
仁
人
は
蒿
目
し
て
世
の
患
ひ
を
憂
へ
、
不
仁
の
人
は
性
命
の
情
を
決
し
て
貴
富
を
饕
る
。
故
に
曰
く
、
仁
義
は
其
れ
人
情
に
非
ざ
る
か
と
。）
〈
解
釈
〉
文
中
の
「
性
命
の
情
」
は
す
で
に
「
実
情
」
の
「
情
」
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
例
文
12
で
示
し
た
が
、
未
検
討
の
「
人
情
」
の
語
が
見
え
る
一
連
の
文
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
再
び
引
用
し
た
。「
仁
人
」
に
憂
い
が
多
い
の
は
、
五
指
こ
そ
人
の
常
態
と
考
え
て
「
駢
」
者
や
「
枝
」
者
を
無
理
に
五
指
に
戻
す
こ
と
か
ら
起
こ
る
苦
痛
と
同
じ
で
あ
る
。「
仁
義
」を
人
の
本
来
の
あ
り
方
と
考
え
て
、
無
理
に
人
を
そ
こ
に
戻
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
仁
人
は
憂
い
に
満
ち
、「
不
仁
の
人
」
は
「
性
命
の
情
」
を
見
失
っ
て
富
貴
を
貪
る
に
至
る
。
必
要
な
こ
と
は
、「
駢
」
者
「
枝
」
者
が
そ
の
「
駢
」「
枝
」
を
「
性
命
の
情
」、
即
ち
天
与
の
固
有
の
あ
り
の
ま
ま
性
と
認
め
て
手
を
加
え
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
苦
痛
を
得
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
、
人
の
個
別
性
を
認
め
て
そ
れ
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
よ
う
に
こ
の
文
は
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
人
情
（
人
の
情
）」
に
つ
い
て
は
、「
駢
」
者
「
枝
」
者
に
対
す
る
五
指
、
つ
ま
り
は
人
の
常
態
、
本
来
の
姿
、
本
来
性
と
い
う
意
味
に
落
ち
着
く
だ
ろ
う
。
42
鴻
蒙
曰
、「
乱
天
之
經
、
逆
物
之
55情
、
玄
天
弗
成
。
解
獣
之
群
、
而
鳥
皆
夜
鳴
。
災
及
草
木
、
禍
及
止
蟲
。
噫
、
治
人
之
過
也
。」
雲
将
曰
、「
然
則
吾
奈
何
。」
…
…
鴻
蒙
曰
、
「
意
、
心
養
。
汝
徒
処
無
為
、
而
物
自
化
。
…
…
万
物
云
云
、
各
復
其
根
、
各
復
其
根
而
不
知
。
渾
渾
沌
沌
、
終
身
不
離
。
若
彼
知
之
、
乃
是
離
之
。
無
問
其
名
、
無
闚
其
56情
、
物
固
自
生
。」（
在
宥
第
十
一
）
近 藤 則 之176（15）
（
鴻
蒙
曰
く
、「
天
の
経
を
乱
し
、
物
の
情
に
逆
ら
へ
ば
、
玄
天
成
ら
ず
。
獣
の
群
を
解
き
て
、
鳥
皆
夜
鳴
す
。
災
、
草
木
に
及
び
、
禍
、
止
虫
に
及
ぶ
。
噫
、
人
を
治
む
る
の
あ
あ
た
過
ち
な
り
」
と
。
雲
将
曰
く
、「
然
れ
ば
則
ち
吾
は
奈
何
せ
ん
」
と
。
…
…
鴻
蒙
曰
く
、「
意
、
心
養
せ
よ
。
汝
徒
だ
無
為
に
処
れ
ば
、
而
ち
物
自
ら
化
す
。
…
…
万
物
云
云
と
し
て
、
各
々
其
の
根
に
復
る
。
各
々
其
の
根
に
復
り
て
知
ら
ず
。
渾
渾
沌
沌
と
し
て
、
終
身
離
れ
ず
。
若
し
彼
れ
之
を
知
ら
ば
、
乃
ち
是
れ
之
を
離
れ
ん
。
其
の
名
を
問
ふ
無
く
、
其
の
情
を
闚
ふ
無
け
れ
ば
、
物
固
ち
自
ら
生
ぜ
ん
」
と
）
〈
解
釈
〉「
天
の
経
」
と
は
天
の
常
、
法
則
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
並
置
さ
れ
る
「
物
の
情
」
と
は
、「
天
の
経
」
に
従
う
事
物
の
本
来
性
と
解
せ
ら
れ
る
。
後
の
「
其
の
名
を
問
ふ
無
し
」
と
は
事
物
に
有
限
の
人
智
に
よ
っ
て
名
称
を
与
え
、
不
完
全
な
事
物
認
識
を
避
け
る
こ
と
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
並
置
さ
れ
る
「
其
の
情
を
闚
ふ
無
し
」
と
は
事
物
の
本
来
的
性
質
如
何
を
無
理
に
探
求
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
例
に
見
え
る
二
つ
の「
情
」は
い
ず
れ
も「
本
来
性
」の「
情
」
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
43
〔
諄
芒
〕
曰
、「
願
聞
神
人
。」〔
苑
風
曰
〕
曰
、「
上
神
乗
光
、
与
形
滅
亡
、
此
謂
照
曠
。
致
命
尽
57情
、
天
地
楽
而
万
事
銷
亡
、
万
物
復
58情
、
此
之
謂
混
冥
。」（
天
地
第
十
二
）
あ
（〔
諄
芒
〕
曰
く
、「
願
く
は
神
人
を
聞
か
ん
」
と
〔
苑
風
〕
曰
く
、「
上
神
は
光
に
乗
じ
、
形
を
与
（
挙
）
げ
て
滅
亡
す
。
此
を
照
曠
と
謂
ふ
。
命
を
致
し
情
を
尽
く
し
、
天
地
と楽
（
鑠
）
け
て
万
事
銷
亡
し
、
万
物
情
に
復
る
、
此
れ
を
之
れ
混
冥
と
謂
ふ
。」）
〈
解
釈
〉「
光
に
乗
じ
、
形
を
与
げ
て
滅
亡
す
」
と
は
人
智
に
よ
る
事
物
や
世
界
の
認
識
を
止
め
、
自
我
を
放
棄
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
初
め
て
人
は
「
致
命
尽
情
」
を
実
現
で
き
る
。「
命
を
致
す
」
と
は
人
智
・
自
我
を
放
棄
し
た
時
に
初
め
て
実
現
さ
れ
る
天
与
の
ま
ま
自
己
の
あ
り
方
を
実
現
す
る
こ
と
と
考
え
れ
る
が
、
こ
れ
と
並
置
さ
れ
た
「「
情
を
尽
く
す
」
も
ほ
ぼ
同
義
で
、
天
与
の
自
己
本
来
の
あ
り
方
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。「
天
地
楽
け
て
万
事
銷
亡
す
」
と
は
万
事
万
物
が
有
限
不
完
全
な
人
智
に
よ
る
認
識
の
外
に
置
か
れ
、
人
間
に
と
っ
て
は
混
沌
た
る
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
万
物
情
に
復
る
」
と
は
、
万
物
が
人
智
の
対
象
か
ら
外
れ
、
そ
の
本
来
の
あ
り
方
の
ま
ま
に
存
在
す
る
に
至
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
情
」
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
本
来
性
と
解
せ
ら
れ
る
。
44
聖
也
者
、
達
於
59情
而
遂
於
命
也
。
天
機
不
張
而
五
官
皆
備
、
此
之
謂
天
楽
。（
天
運
第
十
四
）
（
聖
な
る
者
は
情
に
達
し
て
命
を
遂
ぐ
る
な
り
。
天
機
張
ら
ず
し
て
五
官
皆
備
は
る
、
此
を
之
れ
天
楽
と
謂
ふ
。）
〈
解
釈
〉「
情
」
が
「
命
」
と
並
置
さ
れ
る
の
は
、
前
の
例
文
43
の
「
致
命
尽
情
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
も
同
様
に
本
来
性
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
45
夫
徳
、
和
也
。
道
、
理
也
。
徳
無
不
容
、
仁
也
。
道
無
不
理
、
義
也
。
義
明
而
物
親
、
忠
也
。
中
純
実
而
反
乎
60情
、
楽
也
。
信
行
容
體
而
順
乎
文
、
礼
也
。
礼
楽
偏
行
、
則
天
下
乱
矣
。
彼
正
而
蒙
己
徳
、
徳
則
不
冒
、
冒
則
物
必
失
其
性
也
。（
繕
性
第
十
六
）
（
夫
れ
徳
は
和
な
り
。
道
は
理
な
り
。
徳
、
容
れ
ざ
る
無
き
は
仁
な
り
。
道
、
理
め
ざ
る
無
き
は
義
な
り
。
義
明
ら
か
に
し
て
物
親
し
む
は
中
な
り
。
中
、
純
実
に
し
て
情
に
反
く
ら
る
は
、
楽
な
り
。
信
、
容
体
に
行
は
れ
て
文
に
順
ふ
は
、
礼
な
り
。
礼
楽
偏
行
す
れ
ば
、
則
ち
天
下
乱
る
。
彼
正
し
く
し
て
己
が
徳
を
蒙
く
す
れ
ば
、
徳
は
則
ち
冒
さ
れ
ず
。
冒
さ
る
れ
ば
則
ち
物
必
ず
其
の
性
を
失
ふ
な
り
。）
〈
解
釈
〉「
中
、
純
実
に
し
て
情
に
反
る
は
、
楽
な
り
。」
と
は
、
人
の
心
は
純
粋
に
し
て
虚
偽
の
な
い
状
態
こ
そ
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
音
楽
は
人
心
を
そ
の
本
来
的
な
も
の
に
復
帰
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
情
」
は
「
本
来
性
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
46
騏
驥
驊
騮
、
一
日
而
馳
千
里
、
捕
鼠
不
如
狸
狌
、
言
殊
技
也
。
鴟
夜
撮
蚤
、
察
毫
末
、
昼
出
瞋
目
而
不
見
丘
山
、
言
殊
性
也
。
故
曰
、
蓋
師
是
而
無
非
、
師
治
而
無
乱
乎
。
是
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未
明
天
地
之
理
、
万
物
之
61情
者
也
。
是
猶
師
天
而
無
地
、
師
陰
而
無
陽
。
其
不
可
行
明
矣
。（
秋
水
第
十
七
）
（
騏
驥
驊
騮
は
、
一
日
に
し
て
千
里
を
馳
す
る
も
、
鼠
を
捕
ふ
る
は
狸
狌
に
如
か
ず
と
は
、
技
を
殊
に
す
る
を
言
ふ
な
り
。
鴟
は
夜
、
蚤
を
撮
り
、
毫
末
を
察
す
る
も
、
昼
出
で
て
目
を
瞋
る
も
丘
山
を
見
ず
と
は
、
性
を
殊
に
す
る
を
言
ふ
な
り
。
故
に
曰
く
、
蓋
（
盍
）
ぞ
是
を
師
と
し
て
非
を
無
み
し
、
治
を
師
と
し
て
乱
を
無
み
ざ
る
や
と
言
ふ
は
、
是
れ
未
だ
天
地
の
理
、
万
物
の
情
に
明
ら
か
な
ら
ざ
る
者
な
り
。
是
れ
猶
ほ
天
を
師
と
し
て
地
を
無
み
し
、
陰
を
師
と
し
て
陽
を
無
み
す
る
が
ご
と
し
。
其
の
行
は
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
〈
解
釈
〉「
天
地
の
理
」
と
「
万
物
の
情
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
両
者
近
似
し
た
概
念
と
思
わ
れ
る
。「
天
地
の
理
」
か
ら
察
し
て
、「
万
物
の
情
」
は
万
物
の
「
本
来
性
」
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
47
達
生
之
62情
者
、
不
務
生
之
所
無
以
為
。
達
命
之
63情
者
、
不
務
知
之
所
無
奈
何
。（
達
生
第
十
九
）
（
生
の
情
に
達
す
る
者
は
生
の
以
て
為
す
無
き
所
に
務
め
ず
。
命
の
情
に
達
す
る
者
は
、
知
の
奈
何
と
も
す
る
無
き
所
に
務
め
ず
。）
〈
解
釈
〉「
生
の
情
」「
命
の
情
」
と
は
、「
生
」「
命
」
の
本
来
的
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
「
情
」
も
「
本
来
性
」
に
含
め
ら
れ
よ
う
。
48
窮
有
八
極
、
達
有
三
必
、
形
有
六
府
。
美
・
髯
・
長
・
大
・
壯
・
麗
・
勇
・
敢
、
八
者
倶
過
人
也
、
因
以
是
窮
。
縁
循
・
偃
佒
・
困
畏
、
不
若
人
、
三
者
倶
通
達
。
知
慧
多
適
、
勇
動
多
怨
、
仁
義
多
責
。
達
生
之
64情
者
傀
、
達
於
知
者
肖
。
達
大
命
者
随
、
達
小
命
者
遭
。（
列
禦
寇
第
三
十
二
）
（
窮
に
八
極
有
り
、
達
に
三
必
有
り
、
形
に
六
府
有
り
。
美
・
髯
・
長
・
大
・
壮
・
麗
・
勇
・
敢
、
八
者
倶
に
人
に
過
ぐ
る
や
、
因
り
て
是
れ
を
以
て
窮
す
。
縁
循
・
偃
佒
・
困
と
が
畏
、
人
に
若
か
ざ
る
、
三
者
倶
に
通
達
す
。
知
慧
は
適
多
く
、
勇
動
は
怨
み
多
く
、
仁
義
は
責
め
多
し
。
生
の
情
に
達
す
る
者
は
傀
に
、
知
に
達
す
る
者
は
肖
な
り
。
大
命
に
達
す
る
者
は
随
ひ
、
小
命
に
達
す
る
者
遭
ふ
。）
〈
解
釈
〉
前
文
と
同
様
の
「
生
の
情
に
達
す
」
の
用
例
で
あ
る
。「
生
」
の
本
来
的
な
も
の
と
い
う
意
味
で
、「
情
」
に
つ
い
て
は
「
本
来
性
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
以
上
、「
本
来
性
」
と
解
す
べ
き
「
情
」
は
12
例
見
出
さ
れ
る
。
【
二
】
考
察
以
上
、『
荘
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
用
例
64
（「
情
」
の
仮
借
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
請
」
の
用
例
2
を
含
む
。）
を
見
た
。
以
下
、
こ
の
分
類
結
果
を
踏
ま
え
た
考
察
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
考
察
は
先
に
試
み
た
「《
研
究
ノ
ー
ト
》
中
国
古
代
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
の
思
想
的
研
究
そ
の
1
―
詩
経
・
書
経
・
論
語
・
孟
子
・
易
経
・
孝
経
・
周
礼
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
の
検
証
―
」（
佐
賀
大
国
文
第
39
号
、
平
成
22
年
12
月
）、「
同
そ
の
2
―
『
管
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
の
検
証
」
―
」（
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
16
集
第
1
号
、
平
成
23
年
8
月
）、
及
び
「
同
そ
の
3
―
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
情
」
の
語
義
の
検
証
」
―
」（
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
17
集
第
1
号
、
平
成
24
年
8
月
」）
を
踏
ま
え
な
が
ら
行
う
。
ま
ず
、
右
の
分
類
の
結
果
に
従
い
、
こ
れ
を
各
篇
ご
と
に
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
段
の
〈
〉
は
例
文
の
数
を
示
し
、
そ
の
下
の
数
字
は
「
情
」
の
用
近 藤 則 之174（17）
例
の
数
を
示
す
。
ま
た
、
用
例
の
見
え
な
い
分
類
三
「
精
神
活
動
の
諸
相
」
の
中
の
〔
1
〕
誠
・
誠
実
〔
2
〕
心
の
内
実
〔
3
〕
真
意
・
意
向
〔
4
〕
恩
情
、
に
つ
い
て
は
こ
れ
は
省
い
て
い
る
。分
類
篇
名
一
、
実
情
二
、
真
実
三
、〔
5
〕
天
与
の
真
情
三
、〔
6
〕
感
情
三
、〔
7
〕
心
の
は
た
ら
き
三
、〔
8
〕
欲
望
四
、
持
ち
前
五
、
本
来
性
逍
遥
遊
第
一
〈
1
〉
1
斉
物
論
第
二
〈
1
〉
2
養
生
主
第
三
〈
1
〉
1
人
間
世
第
四
〈
3
〉
3
徳
充
符
第
五
〈
2
〉
7
大
宗
師
第
六
〈
3
〉
3
〈
1
〉
1
応
帝
王
第
七
〈
1
〉
1
以
上
内
篇
駢
拇
第
八
〈
4
〉
4
〈
1
〉
2
馬
蹄
第
九
〈
1
〉
1
胠
篋
第
十
在
宥
第
十
一
〈
1
〉
4
〈
1
〉
2
天
地
第
十
二
〈
1
〉
1
〈
1
〉
2
天
道
第
十
三
〈
2
〉
2
〈
1
〉
2
天
運
第
十
四
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
刻
意
第
十
五
繕
性
第
十
六
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
秋
水
第
十
七
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
至
楽
第
十
八
達
生
第
十
九
〈
1
〉
2
山
木
第
二
十
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
田
子
方
第
二
十
一
知
北
楚
第
二
十
二
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以
上
外
篇
庚
桑
楚
第
二
十
三
〈
1
〉
1
徐
無
鬼
第
二
十
四
〈
2
〉
2
則
陽
第
二
十
五
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
外
物
第
二
十
六
寓
言
第
二
十
七
讓
王
第
二
十
八
盗
跖
第
二
十
九
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
〈
2
〉
2
説
劍
第
三
十
漁
父
第
三
十
一
〈
1
〉
1
列
禦
寇
第
三
十
二
〈
1
〉
1
〈
1
〉
1
天
下
第
三
十
三
〈
1
〉
3
以
上
雑
篇
合
計
〈
23
〉
27
〈
3
〉
4
〈
2
〉
2
〈
1
〉
1
〈
5
〉
10
〈
1
〉
3
〈
5
〉
5
〈
8
〉
12
〈
48
〉
64
『
荘
子
』
の
「
情
」
の
用
例
中
、
最
も
多
い
の
が
「
実
情
」
で
あ
る
が
、
右
の
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
用
例
は
内
・
外
・
雑
篇
を
通
じ
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、『
管
子
』
の
「
情
」
の
用
例
は
総
数
71
、
そ
の
内
の
24
ま
で
が
「
実
情
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
『
墨
子
』
の
「
情
」
の
用
例
は
総
数
44
（「
情
」
の
仮
借
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
請
」
を
含
む
）、
そ
の
内
の
21
ま
で
が
「
実
情
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
実
情
」
が
、
戦
国
期
に
お
け
る
「
情
」
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
語
義
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
加
藤
常
賢
氏
は
、「
情
」
の
原
義
に
つ
い
て
、「
請
」
と
一
連
の
も
の
と
見
、「
請
」
が
言
葉
に
よ
る
「
乞
求
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
情
」
は
「
心
か
ら
起
こ
る
乞
求
」、
あ
る
い
は
「
乞
求
す
る
心
」
と
し
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
『
説
文
解
字
』
の
「
人
の
陰
気
の
欲
あ
る
者
」
を
挙
げ
て
い
る
。（
加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
源
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
）
し
か
し
、「
情
」
は
右
の
よ
う
に
戦
国
期
に
は
「
実
情
」
の
語
義
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
説
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
乞
求
」「
乞
求
す
る
心
」
か
ら
ど
の
よ
う
に
転
じ
れ
ば
、「
実
情
」
の
語
義
へ
連
な
る
の
か
説
明
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
加
藤
説
に
従
え
ば
、「
乞
求
」「
乞
求
す
る
心
」
の
意
味
の
「
情
」
の
用
例
が
、『
荘
子
』
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
天
下
篇
の
一
文
例
に
三
例
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
他
方
、
藤
堂
明
保
氏
は
、「
情
」
を
「
清
」
や
「
精
」
と
同
系
の
字
と
解
し
つ
つ
、
加
藤
氏
と
同
様
の
『
説
文
解
字
』
の
文
を
引
き
、「
情
」
は
「
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
い
う
」
と
述
べ
る
。（
藤
堂
明
保
『
漢
字
語
源
辞
典
』
学
燈
社
、
一
九
六
五
）
こ
の
説
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
転
じ
れ
ば
、「
実
情
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
説
明
が
付
け
に
く
く
、
妥
当
性
を
欠
く
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
情
」
を
「
清
」
や
「
精
」
と
同
系
と
し
た
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
藤
堂
氏
は
「
清
」
を
「
す
ん
だ
水
」、「
精
」
を
「
米
を
つ
い
て
す
み
き
っ
た
姿
に
し
た
も
の
」
と
す
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、「
情
」
は
「
す
ん
だ
心
」
で
あ
ろ
う
。「
す
ん
だ
心
」
と
は
「
ま
こ
と
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
な
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る
と
思
わ
れ
る
。『
管
子
』
や
『
墨
子
』
に
は
、「
誠
」
の
意
味
で
「
情
」
を
使
っ
た
例
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
見
え
、
特
に
『
墨
子
』
に
は
「
ま
こ
と
に
」
と
訓
ず
べ
き
「
情
」
が
十
二
、
三
例
見
え
る
。
ま
た
『
荘
子
』
の
中
に
も
、
例
文
24
用
例
28
の
よ
う
に
「
ま
こ
と
に
」
と
訓
ず
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
論
語
』
に
「
上
好
義
、
則
民
莫
敢
不
服
。
上
好
信
、
則
民
莫
敢
不
用
情
。（
上
、
義
を
好
め
ば
、
則
ち
民
敢
て
服
せ
ざ
る
莫
し
。
上
、
信
を
好
め
ば
、
則
ち
民
敢
へ
て
情
を
用
ひ
ざ
る
莫
し
。）」（
子
路
篇
）
と
あ
り
、
朱
子
は
こ
の
中
の
「
情
」
を
「
誠
実
」
と
解
し
て
い
る
。
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
「
情
」
が
古
い
時
代
に
「
ま
こ
と
」
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
情
」
の
原
義
は
「
す
ん
だ
心
」「
ま
こ
と
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
す
ん
だ
心
」「
ま
こ
と
」
と
は
偽
り
の
な
い
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
偽
り
が
な
い
と
い
う
語
感
か
ら
「
真
実
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。『
管
子
』
や
『
墨
子
』
に
は
、「
情
偽
」
の
語
が
、
前
者
に
三
例
、
後
者
に
一
例
で
は
あ
る
が
見
え
る
が
、「
情
偽
」
と
は
「
真
偽
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
情
」
を
「
真
」
の
意
味
で
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
荘
子
』
に
も
、
例
文
25
の
用
例
29
・
30
、
例
文
26
の
用
例
31
の
よ
う
に
、「
真
実
」
と
解
す
べ
き
「
情
」
の
用
例
が
少
な
い
な
が
ら
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
真
実
」
が
客
観
的
世
界
の
事
物
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
場
合
は
、「
実
情
」
や
「
実
態
」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、「
情
」
は
戦
国
期
に
至
り
「
実
情
」「
実
態
」
の
意
味
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
す
ん
だ
心
」「
ま
こ
と
」、
あ
る
い
は
「
真
実
」
や
「
実
情
」
の
語
義
を
有
す
る
「
情
」
は
、
時
に
分
類
三
、〔
5
〕
の
「
天
与
の
真
情
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
り
、
分
類
五
の
事
物
や
人
の
「
本
来
性
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
情
」
は
「
心
」
に
従
う
字
で
あ
り
、「
す
ん
だ
心
」
は
一
種
の
心
の
機
能
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
時
に
「
情
」
は
「
心
の
は
た
ら
き
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
表
を
見
る
と
、「
本
来
性
」
の
「
情
」
が
、
外
篇
に
集
中
し
、
内
篇
に
は
全
く
見
え
ず
、
雑
篇
に
は
一
例
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
篇
に
、
人
や
事
物
の
本
来
性
に
関
し
て
論
じ
た
も
の
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
内
、
外
、
雑
の
各
篇
は
成
立
に
お
い
て
前
後
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
疑
義
を
唱
え
る
論
者
も
あ
る
。
以
上
の
事
実
は
、
内
篇
に
「
性
」
の
字
が
全
く
見
え
な
い
と
い
う
周
知
の
事
実
と
相
俟
っ
て
、
こ
の
疑
義
の
反
証
と
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。
「
本
来
性
」
の
「
情
」
は
、『
墨
子
』
に
は
用
例
が
な
く
、『
管
子
』
に
は
五
例
見
え
る
。
そ
の
五
例
の
う
ち
、
心
術
上
、
白
心
の
二
篇
そ
れ
ぞ
れ
二
例
ず
つ
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
篇
は
道
家
言
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
が
、「
本
来
性
」
の
「
情
」
が
、『
荘
子
』
の
外
篇
に
集
中
し
、『
墨
子
』
に
は
見
え
ず
、『
管
子
』
の
道
家
言
の
篇
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
戦
国
期
に
お
い
て
、
道
家
系
の
学
者
が
「
情
」
を
「
本
来
性
」
の
意
味
で
盛
ん
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
家
に
お
い
て
は
、
人
や
事
物
の
本
来
性
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
人
智
に
基
づ
く
客
観
界
の
認
識
の
有
限
性
な
い
し
不
可
能
性
を
唱
え
る
道
家
は
、
言
語
で
は
表
現
し
得
な
い
人
や
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
性
や
本
来
性
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。「
性
命
の
情
」、
即
ち
天
か
ら
規
定
さ
れ
た
事
物
固
有
の
あ
り
の
ま
ま
性
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
が
、
駢
拇
篇
を
初
め
と
し
て
、『
荘
子
』
の
中
に
見
え
る
の
が
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
人
や
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
性
、
本
来
性
を
表
現
す
る
の
に
、「
真
実
」
や
「
実
情
」
と
い
う
語
義
を
有
し
て
い
る
「
情
」
の
字
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
文
脈
に
よ
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
性
、
あ
る
い
は
、
本
来
性
と
い
う
語
義
と
な
っ
て
読
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
『
孟
子
』
告
子
篇
に
、「
夜
気
不
足
以
存
、
則
其
違
禽
獣
不
遠
矣
。
人
見
其
禽
獣
也
、
而
以
為
未
嘗
有
才
焉
者
、
是
豈
人
之
情
也
哉
。（
夜
気
、
以
て
存
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
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則
ち
其
の
禽
獣
に
違
ふ
こ
と
遠
か
ら
ず
。
人
其
の
禽
獣
を
見
て
、
以
て
未
だ
嘗
て
才
有
ら
ず
と
為
す
者
は
、
是
れ
豈
に
人
の
情
な
ら
ん
や
。）」
と
い
う
一
文
が
見
え
る
が
、
文
中
の
「
人
の
情
」
と
は
、
人
の
「
本
来
性
」
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、「
情
」
を
「
本
来
性
」
の
意
で
用
い
る
こ
と
は
、
孟
子
の
頃
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
が
、
道
家
に
お
い
て
は
、
こ
の
語
義
の
「
情
」
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
に
至
り
、
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
、
人
や
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
性
や
本
来
性
と
い
う
意
味
で
「
情
」
が
盛
ん
に
使
わ
れ
れ
ば
、
こ
の
語
は
「
性
」
即
ち
「
持
ち
前
」
に
近
い
語
感
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、「
情
」
は
「
性
」
と
つ
な
げ
ら
れ
、
本
稿
の
分
類
四
の
例
文
36
〜
39
よ
う
に
、「
情
性
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
情
性
」
の
語
は
、
『
論
語
』『
孟
子
』
に
は
も
と
よ
り
見
え
ず
、『
墨
子
』
に
も
用
例
が
な
く
、『
管
子
』
に
は
一
例
見
え
る
の
み
で
あ
る
。『
荘
子
』
に
も
、
右
表
の
よ
う
に
、
五
例
と
あ
ま
り
多
く
な
く
、
そ
の
内
の
三
例
は
雑
篇
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
情
性
」の
語
が
戦
国
期
の
比
較
的
遅
い
時
期
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
今
述
べ
た
「
情
」
が
あ
り
の
ま
ま
性
や
本
来
性
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、「
性
」
と
結
び
つ
い
た
と
い
う
推
測
の
妥
当
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
無
為
・
無
知
を
唱
え
る
道
家
に
お
い
て
は
、
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
性
、
本
来
性
は
天
与
の
も
の
で
あ
り
、
価
値
的
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
現
す
る
言
葉
が「
情
」
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
例
文
29
の
よ
う
に
「
感
情
」
を
意
味
す
る
「
情
」
や
、
例
文
35
の
よ
う
に
「
欲
望
」
を
意
味
す
る
「
情
」
が
『
荘
子
』
中
に
見
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
情
」
の
語
義
が
道
家
の
中
で
発
生
す
る
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
文
29
は
漁
父
篇
、
例
文
35
は
天
下
篇
の
文
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
雑
篇
中
の
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
晩
出
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
こ
と
と
、
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、「
情
」
の
感
情
や
欲
望
の
語
義
の
晩
出
性
も
指
摘
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
荘
子
系
道
家
に
お
い
て
、
道
家
的
価
値
の
根
拠
と
な
る
事
物
の
天
与
の
あ
り
の
ま
ま
性
や
事
物
の
本
来
性
を
示
す
言
葉
で
あ
っ
た
「
情
」
が
、
い
か
な
る
経
路
を
経
て
、「
感
情
」
や
「
欲
望
」
の
語
義
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
他
律
的
な
理
由
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、『
荀
子
』
正
名
篇
の
「
性
の
好
悪
喜
怒
哀
楽
、
之
を
情
と
謂
ふ
」
と
い
う
「
情
」
の
定
義
で
あ
る
。
右
に
見
た
よ
う
に
、「
情
」
は
も
と
「
き
よ
い
心
」「
ま
こ
と
」
の
語
義
の
語
で
あ
り
、
そ
の
語
義
に
照
ら
す
と
き
、
こ
の
荀
子
の
定
義
は
極
め
て
異
質
で
あ
る
。
こ
の
定
義
が
い
か
な
る
事
情
の
も
と
に
な
さ
れ
た
か
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
「
情
」
が
「
き
よ
い
心
」「
ま
こ
と
」
と
い
う
こ
の
語
の
原
義
と
考
え
ら
れ
る
も
の
か
ら
の
派
生
義
と
し
て
説
明
が
付
く
語
義
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
『
荘
子
』
に
お
い
て
、
一
転
し
て
こ
れ
を
「
感
情
」
や
「
欲
望
」
の
意
味
で
用
い
た
用
例
が
現
れ
る
の
は
、
荀
子
の
こ
の
定
義
の
後
、
こ
の
語
義
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
次
稿
で
は
『
荀
子
』
の
「
情
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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